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第　

回
電
気
工
事
業
全
国
大

１７

会
の
開
催
に
あ
た
り
、
皆
様
方

に
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

   
昭
和　

年
以
来
、
全
国
各
地

５８

を
巡
る
形
で
開
催
し
て
ま
い
り

ま
し
た
本
大
会
は
、
ひ
と
り
で

も
多
く
の
全
国
の
所
属
組
合
員

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の

時
々
に
お
け
る
業
界
の
抱
え
る

多
く
の
課
題
を
テ
ー
マ
に
、
そ

の
進
む
べ
き
道
と
結
束
を
図
る

た
だ
ひ
と
つ
の
大
会
と
し
て
、

今
日
ま
で
成
功
裡
に
開
催
し
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
各

開
催
地
に
お
け
る
地
域
社
会
の

皆
様
方
に
我
が
業
界
の
実
情
を

十
分
に
ご
理
解
い
た
だ
い
て
ま

い
り
ま
し
た
こ
と
は
、
業
界
発

展
の
た
め
誠
に
大
き
な
意
義
が

あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
国
会
議

員
の
諸
先
生
方
は
じ
め
、
関
係

省
庁
、
関
係
団
体
、
関
係
各
位

の
細
や
か
な
ご
指
導
は
勿
論
の

こ
と
、
多
く
の
諸
先
輩
方
並
び

に
全
国
の
所
属
組
合
員
皆
様
方

の
強
力
な
ご
支
援
、
ご
協
力
の

た
ま
も
の
と
深
く
感
謝
を
申
し

上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

   
今
回
の
第　

回
札
幌
大
会
は
、

１７

平
成
２
年
以
来　

年
ぶ
り
の
開

１０

催
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
間
、

日
本
の
社
会
環
境
も
電
気
工
事

業
界
の
実
情
も
大
き
く
変
わ
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

当
時
、
日
本
経
済
は
バ
ブ
ル

経
済
の
中
で
、
株
価
上
昇
、
土

地
価
格
の
上
昇
、
積
極
的
な
設

備
投
資
の
促
進
、
建
設
ラ
ッ

シ
ュ
な
ど
を
背
景
に
、
経
済
的

に
は
誠
に
好
況
期
に
あ
り
ま
し

た
し
、
ま
た
、
我
が
業
界
の
念

願
で
あ
り
ま
し
た
電
気
工
事
二

法
が
改
正
さ
れ
た
直
後
の
大
会

と
い
う
こ
と
も
あ
り
１
、
８
０

０
名
を
超
え
る
全
国
の
所
属
組

合
員
が
参
加
し
、
誠
に
盛
会
裡

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
思
い

出
に
残
る
大
会
と
な
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
。

　　

特
に
、
電
気
工
事
二
法
改
正

は
、
我
が
業
界
の
長
年
に
わ
た

る
組
織
を
あ
げ
て
の
運
動
の
結

果
な
し
得
た
成
果
で
あ
り
ま
し

た
だ
け
に
、
業
界
に
与
え
た
イ

ン
パ
ク
ト
は
極
め
て
大
き
く
、

第
一
種
電
気
工
事
士
と
い
う
ハ

イ
レ
ベ
ル
の
資
格
制
度
創
設
に

れ
、
電
気
工
事
施
工
管
理
技
士

制
度
が
導
入
さ
れ
、
こ
れ
を
契

機
と
し
て
平
成
７
年
に
は
電
気

工
事
業
が
指
定
建
設
業
種
に
指

定
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
に
現
在
で
は
、
法
体

系
上
明
確
に
位
置
づ
け
さ
れ
ま

す
と
と
も
に
、
社
会
的
な
評
価

も
い
た
だ
い
て
業
界
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
き
た
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　　

今
回
の
第　

回
大
会
は
、
長

１７

引
く
不
況
の
中
で
迎
え
る
大
会

と
な
り
ま
す
が
、
反
面
、
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
『
新
世
紀
に
向
か

い
試
さ
れ
る
大
地　

北
海
道
か

ら
新
し
い
発
想
を
』
、ま
た
サ
ブ

テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
に
『
新
技
術
・

新
分
野
へ
の
果
敢
な
挑
戦
で
事

業
の
拡
大
』
と
あ
り
ま
す
よ
う

に
、
社
会
構
造
の
大
き
な
変
化

に
対
応
し
て
、
正
に
新
し
い
電

気
工
事
業
界
を
目
指
す
き
っ
か

け
と
な
る
大
会
で
あ
り
ま
す
。

　

日
本
経
済
は
、
不
況
の
長
期

化
に
よ
り
誠
に
厳
し
い
環
境
の

中
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
が
、

一
方
で
は
高
度
情
報
化
、
高
齢

化
、
地
球
環
境
問
題
が
大
き
く

よ
り
、
自
家
用
電
気
工
作
物
の

範
囲
に
ま
で
守
備
範
囲
が
拡
大

さ
れ
る
と
と
も
に
、
資
格
者
に

は
定
期
講
習
の
受
講
義
務
が
規

定
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
時
に
、
電
気
工
事

二
法
改
正
と
の
関
わ
り
の
中
で

建
設
業
法
施
行
規
則
が
改
正
さ

　

従
い
ま
し
て
、
電
気
工
事
業

の
営
業
形
態
も
、
従
来
の
受
注

型
の
営
業
か
ら
、
需
要
家
の
立

場
に
た
っ
た
提
案
型
の
技
術
営

業
へ
の
転
換
が
不
可
欠
と
な
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　　

ま
た
、
規
制
緩
和
が
急
速
に

進
む
中
で
、
昨
年
８
月
、
電
気

事
業
法
の
一
部
改
正
が
お
こ
な

わ
れ
、
そ
の
中
で
一
般
用
電
気

工
作
物
の
調
査
等
の
保
安
業
務

の
一
部
に
つ
い
て
調
査
機
関
の

規
制
が
緩
和
さ
れ
、
私
た
ち
電

気
工
事
業
界
に
も
こ
の
事
業
に

参
入
の
道
が
開
か
れ
ま
し
た
こ

と
は
、
業
界
の
将
来
展
望
を
図

る
上
で
誠
に
画
期
的
な
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
全
日
電
工
連
で
は
、

傘
下
の　

都
道
府
県
電
気
工
事

４７

工
業
組
合
が
国
の
指
定
調
査
機

関
を
申
請
し
、
組
織
を
あ
げ
て

着
々
と
準
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
既
に
、
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
傘
下
の
各

工
業
組
合
が
国
の
指
定
調
査
機

関
と
し
て
認
可
を
受
け
、
本
年

　

月
か
ら
東
京
電
力
か
ら
委
託

１０を
受
け
て
本
業
務
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
自
主
保
安
体
制
へ
の

移
行
促
進
と
と
も
に
、
一
段
の

規
制
緩
和
を
期
待
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
業
界
に
と
り
ま
し
て

は
、
こ
の
よ
う
な
保
安
業
務
へ

の
新
た
な
対
応
と
と
も
に
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
の
再
認
識
が

強
く
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
（
十
二
面
関
連
記
事
）

　　

こ
の
よ
う
な
環
境
下
に
あ
り

ま
す
我
が
業
界
に
と
り
ま
し
て
、

新
し
い
技
術
に
対
応
の
で
き
る

技
術
者
の
育
成
が
急
務
で
あ
り

ま
す
。
当
連
合
会
で
は
、
昨
年

度
か
ら
3
ケ
年
度
に
わ
た
り
、

労
働
省
主
管
の
電
気
工
事
業
産

業
雇
用
高
度
化
事
業
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
が
、
先
ず
本
事
業

を
通
じ
て
業
界
に
お
け
る
実
情

を
充
分
に
把
握
す
る
た
め
、
昨

年
度
は
、
全
国
5
万
の
所
属
組

合
員
事
業
所
を
対
象
に
経
営
面
、

技
術
面
、
雇
用
面
を
含
め
た
実

態
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
他
に
例
を
み
な
い
回

収
率　

％
を
超
え
る
実
績
を
残

８６

す
こ
と
が
で
き
、
報
告
書
に
ま

と
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ

り
ま
す
。
現
在
、
こ
の
報
告
書

に
基
づ
き
、
業
界
に
お
け
る

諸
々
の
課
題
を
整
理
、
抽
出
し
、

経
営
の
近
代
化
、
雇
用
高
度
化

へ
向
け
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
構
築
の

作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
今
後
、
各
種
モ
デ

ル
事
業
や
改
善
事
業
を
積
極
的

に
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　　

次
に
、
業
界
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
網
構
築
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
9
年
の
第　

回
金
沢
大
会

１４

で
決
議
い
た
し
ま
し
た
と
お
り
、

（
二
面
に
続
く
）

社会構造の変化に柔軟に対応し　
　２１世紀への道を切り拓いていこう

全
日
本
電
気
工
事
業
工
業
組
合
連
合
会

会

長

米 
沢  
外 
秋

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
こ
の

よ
う
な
課
題
に
対
す
る
対
策
が

国
民
生
活
、
産
業
界
に
と
っ
て

主
要
な
課
題
に
な
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
課
題
に

対
し
て
、
行
政
の
積
極
的
な
支

援
は
勿
論
の
こ
と
、
民
間
活
力

を
最
大
限
に
活
用
し
た
社
会
整

備
が
既
に
着
々
と
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　

電
気
工
事
業
界
に
お
き
ま
し

て
も
、
そ
の
需
要
の
形
態
は
大

き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。
つ

ま
り
、
国
民
の
生
活
環
境
、
生

活
様
式
が
多
様
化
、
高
度
化
し
、

需
要
構
造
も
大
き
く
変
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

従
来
型
の
強
電
設
備
工
事
を

中
心
と
し
た
電
気
設
備
工
事
に

加
え
、
今
後
は
、
ハ
イ
テ
ク
電

材
を
駆
使
す
る
電
気
設
備
工
事

を
は
じ
め
、
通
信
関
連
の
光

フ
ァ
イ
バ
接
続
工
事
、
通
信
設

備
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
す
る

配
線
工
事
、
さ
ら
に
は
高
齢
化

社
会
や
環
境
問
題
に
配
慮
し
た

バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備
工
事
、
太

陽
光
発
電
設
備
工
事
、
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
工
事
な
ど
、
こ
の
よ
う

な
新
し
い
形
の
需
要
が
急
速
に

拡
大
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

前
回
札
幌
大
会
は

　
　

バ
ブ
ル
経
済
の
真
只
中

　

電
気
工
事
二
法
の
改
正
は

　
　

業
界
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に

　

不
況
の
中
、
新
業
界
を

　
　
　
　
　

目
指
す
大
会
に

　

一
般
用
電
気
工
作
物

　
　
　

保
安
業
務
へ
の
参
入

　

２
年
目
に
入
っ
た

　
　
　

雇
用
高
度
化
事
業

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
網
、

　
　
　
　
　

全
国
に
展
開

広告スペース

広
告
ス
ペ
ー
ス
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電
気
工
事
業
界
と
し
て
率
先
し

て
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
り

ま
す
。

　

全
日
電
工
連
で
は
、
組
織
内
、

関
連
業
界
、
一
般
需
要
家
向
け

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実
し
、

広
く
ご
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ

う
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
が
、

現
在
で
は
、
青
年
部
協
議
会
で

も
、
そ
の
活
用
方
法
、
普
及
方

法
等
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
提

案
を
い
た
だ
き
、
全
国
的
に
も

早
急
に
整
備
完
了
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

   
　

と
こ
ろ
で
、
福
利
厚
生
事
業

の
中
心
と
な
る
業
界
年
金
基
金

制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
厚
生

年
金
適
用
者
に
は
全
国　

の
地

１２

区
に
電
気
工
事
業
厚
生
年
金
基

金
を
設
立
、
ま
た
自
営
の
国
民

年
金
適
用
者
に
は
職
能
型
の
電

気
工
事
業
国
民
年
金
基
金
を
設

立
し
、
電
気
工
事
業
に
従
事
す

る
全
て
の
方
々
に
公
的
年
金
の

上
乗
せ
年
金
制
度
加
入
の
道
が

開
か
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
現

在
で
は
、　

の
電
気
工
事
業
厚

１２

生
年
金
基
金
合
計
で
、
加
入
事

業
所
６
、
７
０
０
社
、
加
入
員

９
２
、
０
０
０
名
、
年
金
総
資

産
２
、
２
３
５
億
円
に
達
し
、

ま
た
国
民
年
金
基
金
で
も
加
入

員
９
、
６
０
０
名
、
年
金
総
資

産
額　

億
円
に
達
し
て
お
り
ま

８５

す
。
幸
い
、
昨
年
度
の
基
金
資

産
運
用
は
極
め
て
順
調
に
推
移

い
た
し
ま
し
た
し
、
将
来
的
に

は
加
入
者
の
皆
様
方
に
は
必
ず

や
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
制
度
で

あ
り
ま
す
だ
け
に
、
加
入
員
の

増
強
と
資
産
運
用
の
充
実
を
図

り
な
が
ら
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
た
基
金
の
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

  　

こ
れ
ら
の
課
題
の
ほ
か
に
も
、

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
係
わ
る
電

源
立
地
理
解
普
及
、
分
離
発
注

促
進
、
後
継
者
育
成
な
ど
、
早

急
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す

が
、
本
大
会
を
変
革
へ
の
絶
好

の
機
会
と
と
ら
え
、
大
き
く
様

変
わ
り
す
る
社
会
構
造
の
変
化

に
、
先
取
り
的
に
対
応
し
、
新

し
い
技
術
集
団
、
企
業
集
団
と

し
て
、　

世
紀
へ
の
道
を
切
り

２１

開
い
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
よ
う
な
諸
課
題

に
挑
戦
し
、
従
来
に
も
ま
し
て

地
域
社
会
の
皆
様
方
の
信
頼
に

応
え
ら
れ
る
態
勢
づ
く
り
に
努

　

年
金
基
金
加
入
者
、

　
　

一
万
人
達
成
を
目
標
に

　

課
題
山
積
、
変
革
へ

　
　

向
け
て
大
会
の
成
功
を

們
們
全
日
電
工
連
の
現
状
を
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

　

ま
ず
最
初
に
申
し
上
げ
て
お

き
た
い
こ
と
は
、
本
年
7
月
に

法
施
行
さ
れ
た
一
般
用
電
気
工

作
物
の
調
査
業
務
自
由
化
に
参

入
す
る
に
あ
た
り
、
全
国
に
さ

き
が
け
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
が
県
単

位
で
認
可
さ
れ
、　

月
か
ら
業

10

務
が
開
始
さ
れ
る
運
び
と
な
っ

た
。
そ
れ
以
外
の
ブ
ロ
ッ
ク
に

お
い
て
も
認
可
申
請
に
つ
い

て
鋭
意
準
備
を
進
め
て
い
る

次
第
で
あ
る
。
今
年
度
中
に
は

全
国
で
認
可
申
請
終
了
、
来
年

4
月
業
務
開
始
を
目
指
す
。

們
們
来
年
度
の
各
省
庁
の
概
算

要
求
が
始
ま
り
、
Ｉ
Ｔ
関
連
の

予
算
が
大
き
な
目
玉
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
全
日
電
工
連
で
は

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
き
ま

す
か
。

　

Ｉ
Ｔ
関
連
の
仕
事
は
我
々
電

気
工
事
業
界
が
受
け
持
つ
仕
事

で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
業
界
内

米
沢
会
長
は　

日
、
第　

回
札
幌
全
国
大
会
を
目
前
に
控
え
、

14

17

全
日
電
工
連
の
現
状
等
に
つ
い
て
の
会
見
を
東
京
・
芝
の
全

日
電
工
連
会
館
で
行
っ
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
こ
た
え
る
米
沢
会
長

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
各
位

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
一
層
の

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

に
周
知
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、

我
々
も
Ｉ
Ｔ
化
の
波
に
乗
り
遅

れ
る
こ
と
な
く
、
理
事
長
ク
ラ

ス
で
は
電
子
メ
ー
ル
を
必
須
の

連
絡
手
段
と
す
る
べ
く
、
全
国

に
メ
ー
ル
網
を
構
築
し
た
い
。

們
們
雇
用
高
度
化
事
業
は
今
年

度
で
2
年
目
に
入
り
ま
す
が
、

同
事
業
の
進
展
は
い
か
が
で
す

か
。

　

事
業
所
規
模
の
大
小
に
関
わ

ら
ず
労
働
保
険
に
未
加
入
の
と

こ
ろ
が
多
い
。
従
業
員
の
生
活

保
障
の
為
に
全
員
加
入
を
目
指

す
。

們
們
今
回
の
全
国
大
会
で
は
青

年
部
の
意
見
発
表
が
行
わ
れ
る

よ
う
で
す
が
、
青
年
部
の
活
動

は
ど
う
で
す
か
。

　

青
年
部
の
意
見
発
表
が
行
わ

れ
る
の
は
今
回
の
札
幌
全
国
大

会
で
初
の
試
み
と
な
る
。
8
月

　

日
の
青
年
部
協
議
会
代
表
者

29会
議
に
お
い
て
の
各
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
を
集
約

し
た
も
の
を
同
大
会
で
発
表
す

る
。
最
近
の
青
年
部
は
活
発
に

活
動
し
て
お
り
討
議
内
容
も
よ

り
深
ま
っ
て
い
る
の
を
間
近
に

見
る
と
頼
も
し
く
思
う
限
り
で

あ
る
。

們
們
原
子
力
発
電
関
係
の
活
動

は
ど
う
で
す
か
。

　

「
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え

る
会
」
は
東
北
・
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
を
残
し
、
ほ
か
7
ブ
ロ
ッ
ク

で
は
既
に
活
動
し
て
い
る
。
原

子
力
は
日
本
の
電
気
需
要
を
鑑

み
る
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
発

電
事
業
で
あ
る
。
我
々
全
日
電

工
連
も
組
織
を
あ
げ
て
全
ブ

ロ
ッ
ク
に
同
会
の
普
及
を
目
指

し
て
い
く
。

米
沢
会
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

大
会
直
前

広告スペース
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全
日
電
工
連
主
催
、
北
海
道
電
気
工
事
業
工
業
組
合
主
管

に
よ
り
開
催
さ
れ
る
第　

回
電
気
工
事
業
全
国
大
会
が
9
月

17

　

日
、
札
幌
市
内
の
ロ
イ
ト
ン
札
幌
で
幕
を
開
け
る
。
大
会

29テ
ー
マ
に
、『
新
世
紀
に
向
か
い
供
試
さ
れ
る
大
地
・
北
海

道
僑
か
ら
新
し
い
発
想
を
！
』
を
掲
げ
、
新
分
野
へ
の
進
出

や
新
技
術
の
習
得
を
訴
え
て
い
く
。
全
国
各
地
か
ら
大
勢
の

参
加
者
を
期
待
し
て
い
る
主
管
の
北
海
道
電
気
工
事
業
工
業

組
合
は
万
全
の
体
制
を
持
っ
て
臨
ん
で
お
り
、
大
会
当
日
を

待
つ
ば
か
り
で
あ
る
。

　

1
9
8
3
年
に
第
1
回
が
開

催
さ
れ
た
電
気
工
事
業
全
国
大

会
は
、
全
日
電
工
連
恒
例
の
年

間
行
事
と
し
て
定
着
し
、
今
年

で
第　

回
を
迎
え
る
。

17

　

同
大
会
は
全
国
所
属
組
合
員

代
表
が
一
堂
に
会
し
、
組
織
と

し
て
の
団
結
と
親
交
を
深
め
る

重
要
な
場
と
し
て
、
ま
た
電
気

工
事
業
界
に
お
け
る
秋
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
業
界
内
外
か

ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

特
に
今
年
は
、
7
月
よ
り
自

由
化
さ
れ
た
一
般
用
電
気
工
作

物
に
関
す
る
調
査
業
務
に
組
織

を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
を
決

定
し
て
お
り
、
電
気
保
安
の
推

進
・
確
保
に
全
力
で
取
り
組
む

べ
き
重
要
な
大
会
で
も
あ
る
。

　

会
場
と
な
る
ロ
イ
ト
ン
札
幌

は
、
国
際
都
市
・
札
幌
の
中
心

に
位
置
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
感
覚

あ
ふ
れ
る
ホ
テ
ル
で
、
高
度
情

報
化
社
会
に
対
応
す
る
情
報
交

流
基
地
と
し
て
、
最
新
の
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
機
器
を
完
備
し

米沢会長の大会挨拶
（前回札幌大会より）

札幌市最大級のスケールを誇る＜ロイトン札幌＞
挨拶する島津大会実行委員長
（前回札幌大会より）

会
場
は
1
万
8
0
0
0
名
の
参
加
者
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た

（
前
回
札
幌
大
会
よ
り
）

　

こ
れ
ま
で
大
会
の
各
開
催
地

で
は
、
電
気
工
事
業
界
の
団
結

力
と
組
織
力
を
広
く
業
界
の
内

外
に
示
し
、
社
会
的
認
識
の
高

揚
と
と
も
に
、
業
界
の
誇
り
と

自
信
を
高
め
る
効
果
を
も
た
ら

し
て
い
る
が
、
今
大
会
の
開
催

地
・
札
幌
で
は
、
ち
ょ
う
ど　
10

年
前
の
平
成
2
年
9
月　

日
に

28

第
8
回
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ

て
い
る
。　

来
賓
、
組
合
員
、
青

年
部
等
が
全
国
か
ら
集
結
し
、

過
去
最
高
の
1
、
8
0
0
余
名

が
参
加
。
全
日
電
工
連
の
所
属

組
合
員
が
5
万
人
を
突
破
し
、

ま
た
念
願
の
新
電
気
工
事
二
法

が
9
月
か
ら
本
格
施
行
さ
れ
た

直
後
だ
っ
た
こ
と
と
相
俟
っ
て

の
記
念
す
べ
き
大
会
で
あ
っ
た
。

　

同
大
会
は
北
海
道
電
気
工
事

業
工
業
組
合
の
万
全
の
運
営
に

よ
り
大
成
功
を
収
め
、
新
し
い

電
気
工
事
業
界
の
将
来
に
向
け

て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
な
る
画

期
的
な
大
会
で
あ
り
、
電
気
工

事
業
界
に
お
け
る
大
き
な
転
換

点
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

前
回
札
幌
大
会
は　

年
前

10

た
施
設
で
あ
る
。

　

大
会
の
メ
イ
ン
会
場
で
あ
る

同
ホ
テ
ル
3
階
の
ロ
イ
ト
ン
ホ

ー
ル
は
、
総
面
積
1
、
7
7
4

㎡
、
天
井
高
8
ｍ
と
札
幌
市
内

最
大
級
の
ス
ケ
ー
ル
を
誇
る
。

大
会
当
日
、
こ
の
広
大
な
会
場

は
全
国
か
ら
の
参
加
者
で
埋
ま

る
こ
と
に
な
る
。

第　

回
電
気
工
事
業
全
国
大
会

17

　
　
　
　

9
月　

日
、
札
幌
で
開
幕

29

広告スペース
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8
月　

日
峨
、
東
京
・
芝
の
全
日
電
工
連
会
館
に
お
い
て
全
国
青
年
部
協
議
会
会
員
代
表
者

29

会
議
が
開
か
れ
た
。

　

全
日
電
工
連
執
行
部
は
米
沢
会
長
始
め
、
島
津
、
徳
住
、
関
本
、
三
上
各
副
会
長
が
出
席
。

青
年
部
は　

都
道
府
県
電
工
組
か
ら
代
表
が
1
名
ず
つ
（
三
重
県
は
欠
席
）、　

名
が
出
席
し
行

47

55

な
わ
れ
た
。

　

討
論
会
で
は
、
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
者
9
名
が
意
見
発
表
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
、
今
後

電
気
工
事
業
界
と
し
て
解
決
す
べ
き
課
題
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
つ
い
て
討
議
し
た
。

　

『
規
制
緩
和
の
促
進
、
社
会
構

造
の
変
化
の
中
で
電
気
工
事
業

界
の
今
後
の
進
む
べ
き
道
』
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
、　

島
一
策
代

表
幹
事
（
全
関
東
）
の
司
会
進

行
の
下
、
同
協
議
会
が
ス
タ
ー

ト
。

　

冨
田
正
代
表
幹
事
（
中
部
）

の
挨
拶
に
続
き
、
米
沢
外
秋
全

日
電
工
連
会
長
は
今
回
の
代
表

者
会
議
開
催
趣
旨
と
し
て
、

　

「
日
本
経
済
は
構
造
的
な
変

革
期
を
迎
え
、
時
代
の
先
取
り

に
成
功
し
た
企
業
と
変
化
へ
の

対
応
に
立
ち
遅
れ
た
企
業
と
の

区
分
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
。

　

世
紀
は
高
度
情
報
化
社
会
、

21高
齢
化
社
会
、
環
境
問
題
へ
の

対
策
が
主
要
な
課
題
に
な
る
こ

と
は
間
違
い
な
く
、
こ
れ
に
対

す
る
投
資
と
社
会
整
備
は
飛
躍

的
に
進
め
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
伴
い
国
民
の
生
活
様

式
そ
の
も
の
が
多
様
化
、
高
度

化
し
、
需
要
構
造
が
大
き
く
変

化
し
て
い
く
。
そ
う
い
っ
た
観

点
か
ら
、
需
要
家
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
基
本
と
す
る

提
案
型
営
業
へ
の
転
換
が
必
須

で
あ
り
、　

時
間
体
制
で
備
え

24

る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
の
再
認

識
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
昨
年　

月
、
政
府
の
中

12

小
企
業
施
策
の
抜
本
的
見
直
し

の
一
環
と
し
て
中
小
企
業
基
本

法
並
び
に
中
小
企
業
関
係
法
令

の
改
正
が
行
な
わ
れ
、
さ
ら
に

昨
年
8
月
に
は
我
が
業
界
と
関

わ
り
の
深
い
電
気
事
業
法
も
一

部
改
正
が
行
な
わ
れ
た
。

　

全
日
電
工
連
で
は
各　

都
道

47

府
県
電
工
組
一
丸
と
な
っ
て
、

国
の
指
定
調
査
機
関
と
し
て
新

規
参
入
を
図
る
方
針
を
機
関
決

定
し
た
こ
と
は
既
に
ご
承
知
の

通
り
で
あ
る
。
同
調
査
業
務
の

新
規
参
入
は
、
需
要
家
に
よ
る

自
主
保
安
体
制
へ
の
移
行
を
視

野
に
入
れ
た
と
き
に
そ
の
突
破

口
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
我
が

業
界
に
と
っ
て
画
期
的
な
こ
と

で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
電
気
工
事
業
界
を
取

り
巻
く
状
況
を
背
景
に
、
次
代

を
担
う
優
秀
な
後
継
者
諸
君
に

は
本
日
の
討
論
会
に
お
い
て
、

今
後
電
気
工
事
業
界
の
解
決
す

べ
き
課
題
、
取
り
組
む
べ
き
課

題
等
に
つ
い
て
積
極
的
に
討
論

し
て
頂
き
た
い
。
」
と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
中
村
勝
彦
代
表
幹
事

（
北
海
道
）、
小
塩
哲
三
幹
事

（
関
西
）
、
大
西
英
彦
幹
事
（
四

国
）
の
3
名
か
ら
な
る
座
長
団

に
よ
り
議
案
審
議
、
討
論
会
に

米
沢
会
長
始
め
、副
会
長
も
全
員
出
席

提
案
型
営
業
へ
の
転
換
は
必
須

米
沢
会

長
挨
拶

次代を担う青年部の代表者たち

入
っ
た
。  
同
討
論
会
で
は
全

国
9
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
と
し
て
、

中
村
勝
彦
（
北
海
道
）、
斉
藤
賢

（
東
北
）、
渋
谷
武
（
北
陸
）
、

高
山
英
城（
関
東
）
、稲
川
浩
一
（

中
部
）
、
小
塩
哲
三
（
関
西
）
、

池
田
正
治
（
中
国
）
、
大
西
英
彦

（
四
国
）、
翁
長
秀
樹（
九
州
）
の

各
氏
が
意
見
を
発
表
。

　

こ
れ
ら
の
提
出
さ
れ
た
意
見

を
踏
ま
え
て
全
体
討
議
が
行
な

わ
れ
、
青
年
部
の
統
一
意
見
と

し
て
意
見
集
約
さ
れ
た
。

　

同
協
議
会
で
集
約
さ
れ
た
意

見
は
9
月　

日
、
北
海
道
・
札

29

幌
市
で
開
催
さ
れ
る
第　

回
電

17

気
工
事
業
全
国
大
会
に
お
い
て
、

全
国
青
年
部
協
議
会
の
大
会
決

議
と
し
て
発
表
さ
れ
る
。

会
の
運
営
に
あ
た
る
青
年
部
執
行
部

広告スペース
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中
村
勝
彦
氏
（
北
海
道
） 

 
「
建
設
業
界
で
も
、
情
報
化
が

最
も
進
ん
で
い
る
の
は
土
木
、

次
い
で
建
築
と
い
わ
れ
て
お
り
、

電
気
工
事
の
場
合
は
遅
れ
て
い

る
感
が
否
め
な
い
。
経
営
規
模

が
小
さ
け
れ
ば
、
よ
り
同
業
者

同
士
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び

つ
き
情
報
の
共
有
化
に
よ
っ
て

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
や
競
争
力
が
つ

い
て
く
る
も
の
と
思
う
。

　

我
々
業
界
が
「
情
報
化
」
を

先
取
り
し
、
仕
事
に
結
び
つ
け

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
ゆ

く
こ
と
が
業
界
の
地
位
向
上
に

も
つ
な
が
る
。」

　

斉
藤
賢
氏
（
東
北
）

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
、
業
界

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
最
大

の
課
題
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
業
界
内
外
を
問
わ
ず
情
報

交
換
に
よ
っ
て
、
各
企
業
の
特

色
を
生
か
し
た
方
針
を
取
り
入

れ
、
積
極
的
な
設
計
業
務
へ
の

参
入
や
提
案
型
営
業
へ
の
切
り

替
え
が
図
っ
て
い
け
る
も
の
と

思
う
。」

　

渋
谷
武
氏
（
北
陸
）

「
今
後
の
電
気
工
事
業
は
技
術

の
提
供
の
み
な
ら
ず
、
顧
客
の

ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
た
技
術
営
業

が
必
要
。
ま
た
Ｉ
Ｔ
社
会
の
加

速
度
的
な
進
展
の
中
で
、
電
気

工
事
業
界
で
も
そ
の
対
応
が
不

可
欠
。
更
に
今
後
は
、
収
益
ベ

ー
ス
が
確
保
さ
れ
る
経
営
転
換

が
求
め
ら
れ
、
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ

ン
ス
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
な
ど
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
が
必
要
と
な
る
。
」

　

高
山
英
城
氏
（
関
東
）

「
電
気
工
事
士
、
特
に
第
１
種

電
気
工
事
士
の
高
齢
化
が
進
み
、

さ
ら
に
少
子
化
が
進
む
現
状
か

ら
み
て
、
現
在
の
電
気
工
事
士

法
に
基
づ
く
試
験
制
度
の
も
と

で
は
、
今
後
そ
の
充
足
率
に
懸

念
が
あ
る
。
業
界
と
し
て
法
的

措
置
を
要
請
し
て
い
く
。
ま
た

規
制
緩
和
の
進
展
と
新
規
事
業

分
野
へ
の
参
入
、
太
陽
光
発
電

の
普
及
促
進
を
行
政
・
関
係
業

界
に
働
き
か
け
て
ほ
し
い
。」

　

稲
川
浩
一
氏
（
中
部
）

「
通
信
工
事
、
Ｉ
Ｔ
へ
の
対
応
、

シ
ス
テ
ム
設
計
、
ソ
フ
ト
構
築

力
を
確
保
並
び
に
組
合
に
よ
る

電
気
保
安
業
務
の
取
組
み
と
各

地
域
に
お
け
る
体
制
の
確
立
。

ま
た
、
中
小
電
気
工
事
業
界
保

護
の
た
め
に
価
格
監
視
と
分
離

発
注
の
促
進
を
行
政
に
要
請

し
、
、
大
手
企
業
と
の
競
争
に
勝

つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て

い
く
。
」

　

小
塩
哲
三
氏
（
関
西
）

「
太
陽
電
池
、
燃
料
電
池
な
ど

新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
が
研

究
・
開
発
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
を
ど
の
よ
う
に
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
に
結
び
つ
け
る
か
、

ま
た
ヒ
ッ
ト
ポ
イ
ン
ト
を
ど
の

よ
う
に
し
て
見
つ
け
る
か
が
今

後
の
課
題
と
な
る
。
こ
の
こ
と

は
、
大
企
業
・
中
小
企
業
の
格

差
や
、
従
業
員
規
模
の
大
小
だ

け
が
問
題
な
の
で
は
な
い
。
中

小
企
業
こ
そ
、
Ｉ
Ｔ
技
術
を
駆

使
す
れ
ば
成
功
の
チ
ャ
ン
ス
は

さ
ら
に
高
ま
る
」

　

池
田
正
治
氏
（
中
国
）

「供
技
術
僑
を
核
に
営
業
展
開
し

て
ゆ
く
電
気
工
事
業
界
に
お
い

て
は
、
受
注
か
ら
事
後
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
ま
で
一
貫
し
て
シ
ス
テ

ム
化
さ
れ
た
品
質
管
理
の
確
立

が
急
が
れ
て
い
る
。
そ
の
観
点

か
ら
、
今
後
の
品
質
管
理
の
シ

ス
テ
ム
は
、
国
際
基
準
Ｉ
Ｓ
Ｏ

9
0
0
0
ｓ
の
要
求
基
準
に
準

拠
し
て
構
築
し
、
そ
の
成
果
と

し
て
Ｉ
Ｓ
Ｏ
9
0
0
1
を
認
証

取
得
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。」

　

大
西
英
彦
氏
（
四
国
）

「
最
近
の
雇
用
状
況
を
み
る
と
、

小
規
模
の
企
業
で
も
、
内
容
の

良
い
会
社
、
ア
イ
デ
ア
が
あ
れ

ば
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き

る
会
社
が
選
ば
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
従
業
者
数　

名
以
下

10

の
事
業
所
が
7
割
を
占
め
る
我

が
業
界
に
と
っ
て
は
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
ビ

ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
技
術
者
の
育

成
、
労
働
環
境
・
福
利
厚
生
の

改
善
な
ど
雇
用
の
高
度
化
が
必

要
で
あ
る
。」

　

翁
長
秀
樹
氏
（
九
州
）

「
時
代
の
変
革
期
に
あ
た
り
、

青
年
部
の
活
動
も
考
え
直
す
時

期
に
き
て
い
る
。
電
気
事
業
法

改
正
に
伴
う
一
般
用
電
気
工
作

物
の
調
査
業
務
へ
の
対
応
、
国

際
的
な
品
質
規
格
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
導
入
、
高
齢
化

社
会
へ
の
対
応
、
Ｉ
Ｔ
革
命
に

伴
う
事
業
改
革
、
環
境
に
配
慮

し
た
工
事
等
、
時
代
の
変
化
と

と
も
に
生
ず
る
数
多
く
の
課
題

を
取
り
上
げ
、
こ
の
よ
う
な
問

題
を
青
年
部
事
業
に
と
り
あ
げ

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。
」

青
年
部

討
論
会

今
後
の
進
む
べ
き
道
を
探
る

　 全日電工連全国青年部協議会意見発表集約

　日本経済は長引く不況から未だに脱却するに至らず、政府も懸命
に諸施策を講じておられますが、実態としては先行き不透明感を払
拭できない状況の中で推移しております。
　一方、２１世紀を目前に控えた今、日本社会は構造的な変革期を迎
え、加えて規制緩和の促進により、各産業界でも変革への対応によ
り勝ち組、負け組の区分けが顕在化しつつあります。

　２１世紀は、高度情報化社会、高齢化社会、地球環境問題に対する
対策が、産業の主要な課題となるといわれており、既に官民一体と
なった社会整備が進められております。今後このような新しい需要
が飛躍的に予測されることから、各産業界では業種間の垣根を越え
て、その対策を講じているのが現状ではないでしょうか。
　
　このような状況の下、国民生活や経済活動の動脈となる電気エネ
ルギ－供給の橋渡しを行う立場にあり、また電気保安を通して国民
の付託に応える立場にある我が電気工事業界においては、このよう
な課題に対して他に先駆けて対策を進めてゆかねばならないと思う
のであります。

　私たち青年部は、今後、全国６０００余の青年部会員の結束のもと、
業界の諸先輩のご指導をいただきながら、業界の抱える多くの課題
解決に向けて研鑽を重ね、青年部活動の一層の活性化と改善に努め
てまいります。
　
　全日電工連全国青年部協議会は、電気工事業界の新しいビジョン
構築に向けて、本日、第１７回電気工事業全国大会の場において、全
国の青年部会員の総意をもって、次のとおり提言するものでありま
す。

１．業界の垣根を越えた新技術への研究と対応
２．需要家の立場にたった提案型技術営業とメンテナンス業務の展 
      開
３．業界の情報ネットワ－ク構築の促進
４．先進地区情報の収集と異業種交流
５．規制緩和への対応と電気事業法改正に伴う一般用電気工作物の 
      調査業務への新しい取り組み
６．分離発注の促進要請
７．ＩＳＯ認証制度の積極的導入促進
８．技術者の育成と雇用高度化促進
９．社会構造の変化に対応した青年部活動の改善と活性化
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討
論
会
で
は
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
ま
と
め
ら
れ
た
意
見

が
代
表
者
9
名
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
。
高
齢
化
社
会
や
バ
リ

ア
フ
リ
ー
、
そ
し
て
加
速
度
的
に
進
む
I
T
社
会
へ
の
対
応
が

重
要
に
な
る
と
い
う
意
見
が
目
立
っ
た
。

広告スペース



全 日 電 工 連 平成12年 10 月 1日(第３種郵便物認可) (6)第 379号

平成 12 年 7月分新設住宅着工戸数：利用関係別・都道府県別表 ( 単位：戸、％)

分譲貸家持家 総数

対前年
戸数

対前年
戸数

対前年
戸数

対前年
戸数

同月比同月比同月比同月比

31.429,548▲ 10.832,773▲ 8.738,419▲ 0.8101,696合　計

67.277412.41,9243.12,29410.15,087北海道

69.1859▲ 7.82,341▲ 8.53,743▲ 4.67,001東  北

18.014,721▲ 20.111,201▲ 8.012,542▲ 3.638,915関  東

▲ 6.1368▲ 20.68235.42,346▲ 4.33,544北  陸

23.12,065▲ 0.64,758▲ 12.95,147▲ 2.612,071中  部

44.57,390▲ 10.54,994  ▲ 4.15,1587.617,579近  畿

76.11,11819.21,951▲ 18.12,0517.65,156中  国

93.24816.51,134▲ 16.31,3012.02,950四  国

93.71,687▲ 18.93,218▲ 14.73,489▲ 6.68,531九  州

▲ 14.18512.9429▲ 26.0348▲ 9.4862沖  縄

19.014,060▲ 19.99,044▲ 7.88,304▲ 1.531,775首都圏

23.12,065▲ 0.64,758▲ 12.95,147▲ 2.612,071中部圏

44.57,390▲ 10.54,994▲ 4.15,1587.617,579近畿圏

55.76,033▲ 7.313,977▲ 9.119,810▲ 3.140,271その他地域

　

建
設
省
建
設
経
済
局
は
、
平

成　

年
7
月
分
の
建
築
・
住
宅

12
着
工
統
計
調
査
報
告
を
発
表
し

た
。
◆
建
築
着
工
統
計
調
査
報
告

　

全
建
築
物
の
着
工
床
面
積
は
、

1
、
7
2
8
万
㎡
で
前
年
同
月

比
7
・
5
％
増
（
6
月
は
1
・

7
％
増
）
と
3
ヶ
月
連
続
の
増

加
。

　

公
共
建
築
主
は
1
4
4
万
㎡

（
前
年
同
月
比　

・
9
％
減
）

11

で
先
月
の
増
加
か
ら
再
び
減
少

し
た
が
、
民
間
建
築
主
は
1
、

5
8
3
万
㎡
（
同
9
・
7
％
増
）

と
4
ヶ
月
連
続
の
増
加
と
な
っ

た
。

　

使
途
別
で
は
、
事
務
所
は　
52

万
㎡
（
同　

・
8
％
減
）
と
3
ヶ

10

月
振
り
に
減
少
し
た
も
の
の
、

店
舗
が
1
4
6
万
㎡
（
同　

・
65

8
％
増
）
と　

ヶ
月
連
続
、
工

10

場
も
1
2
9
万
㎡
（
同　

・
4

78

％
増
）
と
7
ヶ
月
連
続
の
い
ず

れ
も
大
幅
増
。
倉
庫
も　

万
㎡

73

（
同　

・
2
％
増
）
で
4
ヶ
月

22

連
続
の
増
加
と
な
っ
た
。

◆
住
宅
着
工
統
計
調
査
報
告

　

一
方
、
新
設
住
宅
着
工
戸
数

は
1
0
1
、
6
9
6
戸
。
分
譲

住
宅
が
引
き
続
き
増
加
し
た
も

の
の
、
持
家
、
貸
家
が
減
少
と

な
っ
た
た
め
、
全
体
で
は
減
少

と
な
り
、
前
年
同
月
比
で
0
・

8
％
減
で
3
ヶ
月
連
続
の
減
少

と
な
っ
た
。

　

新
設
住
宅
着
工
床
面
積
も
9
、

9
6
9
千
㎡
と
同
0
・
2
％
減

で
5
ヶ
月
連
続
の
減
少
。

建
築
・
住
宅
着
工
統
計
調
査
住
宅
着

工
戸
数

　

全
日
本
電
気
工
事
業
国
民
年

金
基
金
の
第　

回
理
事
会
及
び

19

第　

回
代
議
員
会
が
9
月　

日

18

14

（
木
）
、
東
京
・
港
区
の
全
日
電

工
連
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
。

　

平
成
3
年
9
月
に
発
足
し
た

同
基
金
は
今
年
で　

年
目
を
迎

10

え
、
節
目
に
当
た
る
同
会
の
冒

頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
米
沢
会
長

は
、「
我
が
電
気
工
事
業
界
の
国

民
年
金
基
金
制
度
は
発
足
以
来
、

順
調
に
成
長
し
て
き
た
。
電
気

工
事
業
界
に
携
わ
る
者
に
安
心

し
て
働
け
る
職
場
を
提
供
す
る

た
め
に
、
国
民
年
金
基
金
制
度

は
あ
る
。
事
業
所
の
規
模
を
問

わ
ず
、
念
願
の
1
0
、
0
0
0

名
突
破
、
加
入
率
1
0
0
％
を

目
指
し
、
今
ま
で
以
上
に
加
入

促
進
に
取
り
組
ん
で
頂
き
た

い
。
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
角
田
重
雄
氏
（
福
岡
）

を
議
長
に
選
出
。
平
成　

年
度

11

業
務
報
告
書
及
び
決
算
書
の
承

認
、
平
成　

年
度
の
取
組
み
等

12

全
9
案
の
議
案
審
議
に
入
り
、

全
議
案
が
原
案
通
り
可
決
承
認

さ
れ
た
。

　

平
成　

年
度
末
に
お
け
る
同

11

基
金
の
加
入
員
数
は
累
計
で
9
、

4
4
7
名
と
な
っ
た
も
の
の
、

目
標
件
数
1
0
、
1
0
1
名
を

依
然
下
回
っ
て
お
り
、
都
道
府

　

全
中
国
電
気
工
事
組
合
連
合

会
（
以
下
全
中
電
工
連
、
大
藤

茂
樹
会
長
）
は
9
月
8
日
（
金
）
、

広
島
市
中
区
に
あ
る
鯉
城
会
館

（
広
島
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
）

に
お
い
て
、「
中
国
地
区
電
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
会
」
設
立

総
会
を
開
催
し
た
。

　

利
用
関
係
別
に
見
る
と
、
持

家
は
3
8
、
4
1
9
戸
（
同
8
・

7
％
減
）
と
6
ヶ
月
連
続
の
減

少
。
貸
家
も
3
2
、
7
7
3
戸

（
同　

・
8
％
減
）
と
3
ヶ
月

10

振
り
に
減
少
し
た
が
、
分
譲
住

宅
は
2
9
、
5
4
8
戸
（
同　

・
31

4
％
増
）
と
依
然
好
調
で　

ヶ
13

月
連
続
増
加
し
て
い
る
。

県
工
組
役
員
・
職
員
及
び
受
託

金
融
機
関
の
協
力
に
よ
り
、
未

加
入
事
業
所
や
組
合
へ
の
新
規

加
入
事
業
所
を
対
象
に
、
Ｄ
Ｍ

や
電
話
、
戸
別
訪
問
実
施
な
ど

積
極
的
な
加
入
勧
奨
を
同
年
金

基
金
推
進
協
議
会
を
中
心
に
引

き
続
き
努
め
て
い
く
。

加入促進のため、新たに制作されたポスター

開
催
さ
れ
る

設
立　

年
、

10

　
　

節
目
の
年
に

国民年金基金

第　

回
理 
事 
会

19
第　

回
代
議
員
会

18 原
子
力
発
電
へ
の
理
解
促
進

「
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

　
　

考
え
る
会
」
が
発
足

全
中
国
電
気
工
事
組
合
連
合
会

　

中
国
地
区
に
お
け
る
電
力
事

業
の
一
翼
を
担
う
全
中
電
工
連

が
、
専
門
的
な
立
場
か
ら
中
国

地
区
の
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情

を
訴
え
、
原
子
力
発
電
の
必
要

性
と
安
全
性
の
理
解
を
求
め
て

い
く
こ
と
が
目
的
。

　

同
会
は
平
成
4
年
に
関
西
地

区
で
発
足
し
、
同
8
年
9
月
の

全
日
電
工
連
第　

回
全
国
大
会

13

に
お
い
て
、
全
日
電
工
連
の
事

業
計
画
と
し
て
同
会
の
設
立
方

針
が
決
議
さ
れ
て
以
来
、
各
ブ

ロ
ッ
ク
単
位
で
設
立
さ
れ
て
お

り
、
中
国
地
区
は
全
国
で
7
番

大藤全中国会長

目
の
発
足
と
な
っ
た
。

　

総
会
に
は
設
立
発
起
人
と
し

て
大
藤
会
長
、
各
県
組
合
理
事

長
等
、
関
係
者　

人
が
出
席
。

72

大
藤
会
長
は
冒
頭
の
挨
拶
の
中

で
、「
我
々
電
気
工
事
業
界
は
電

力
供
給
と
表
裏
一
体
の
関
係
に

あ
る
。
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

必
要
性
と
安
全
性
に
理
解
を
求

め
る
と
と
も
に
、
今
後
も
皆
さ

ん
の
御
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
来
賓
の
挨
拶
に
引
き
続

き
、
同
会
規
約
の
制
定
、
役
員

選
出
、
平
成　

年
度
事
業
計
画

12

等
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
全
議

案
滞
り
な
く
可
決
承
認
。

　

設
立
総
会
終
了
後
、
上
田
み

ど
り
広
島
経
済
大
学
教
授
を
講

師
に
迎
え
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現

状
と
明
日
に
向
か
っ
て
（
グ
ロ

ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
意
味
す

る
も
の
）
」
と
題
す
る
記
念
講
演

も
行
な
わ
れ
た
。

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
会
」設
立
総
会
で
挨
拶

す
る
大
藤
全
中
国
会
長（
壇
上
右
側
）

広告スペース
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I
T
は
、
今
や
経
済
成
長
の

主
役
に
な
り
は
じ
め
て
い
る
。

I
T
産
業
抜
き
で
は
経
済
が
語

れ
な
い
段
階
に
入
っ
て
き
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
I
T
関
連

産
業
が
経
済
成
長
の
3
分
の
1

を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ

れ
て
お
り
、　

年
上
半
期
で
は
、

99

ア
メ
リ
カ
全
体
の
設
備
投
資
の

4
割
を
I
T
産
業
が
占
め
た
と

い
う
。
ま
さ
に
I
T
革
命
が
ア

メ
リ
カ
経
済
を
引
っ
張
っ
て
き

て
い
る
。
日
本
で
も
、
P
T
A

（
パ
ソ
コ
ン
、
テ
レ
フ
ォ
ン
＝

携
帯
な
ど
、
A
V
＝
オ
ー
デ
ィ

オ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
）
と
呼
ば
れ
る

売
れ
筋
3
商
品
は
い
ず
れ
も
I

T
革
命
の
成
果
で
あ
る
。
中
で

も
パ
ソ
コ
ン
の
出
荷
数
は
伸
び

て
お
り
、
今
年
中

に
は
、
1
1
0
0

万
台
の
カ
ラ
ー

テ
レ
ビ
の
出
荷

数
を
上
回
る
と

予
測
さ
れ
る
。
東

証
平
均
株
価
で

も
I
T
関
連
業

界
が
上
昇
率
の

ト

ッ

プ

4

に

入
っ
て
お
り
、　
10

位
中
8
社
が
I

T
関
連
で
占
め

ら
れ
る
。
こ
う

い
っ
た
企
業
が

「
勝
ち
組
」
と
呼

ば
れ
、
I
T
産
業

が
経
済
を
引
っ

張

る

時

代

と

な
っ
た
こ
と
を

証
明
し
て
い
る
。

が
、
ま
だ
ア
メ
リ

カ
な
ど
に
比
べ

る
と
発
展
途
上

の
段
階
に
あ
り
、

日
本
の
I
T
産
業
が
こ
れ
か
ら

さ
ら
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
が

日
本
経
済
全
体
の
成
長
に
も
つ

な
が
る
の
だ
。 

日
本
経
済
だ
け

で
な
く
電
気
工
事
業
界
に
と
っ

て
も
、
も
は
や
人
ご
と
で
は
な

い
。
I
T
時
代
は
す
ぐ
そ
こ
ま

で
来
て
い
る
の
で
あ
る
。
よ
り

積
極
的
な
姿
勢
で
迅
速
に
I
T

を
取
り
入
れ
て
活
用
す
る
こ
と

が
成
功
の
第
一
歩
と
な
る
の
だ
。

①
価
格
革
命

　

I
T
革
命
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

と
通
信
の
分
野
で
新
し
い
産
業

が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
け

を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
既

存
の
あ
ら
ゆ
る
経
済
シ
ス
テ
ム

を
打
ち
壊
す
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
。
即
ち
「
革
命
」で
あ
る
。
例

え
ば
、
1
つ
の
商
品
を
買
お
う

と
す
る
時
、
ど
の
店
が
一
番
安

い
か
を
調
べ
る
の
は
容
易
で
は

な
く
、
わ
か
っ
て
は
い
て
も
遠

方
で
行
け
な
い
場
合
も
あ
る
。

し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
わ
ず

か
な
時
間
と
手
間
で
1
番
安
い

価
格
を
探
し
当
て
る
こ
と
が
可

能
だ
。
多
数
の
消
費
者
が
瞬
時

に
多
数
の
店
の
価
格
を
比
較
で

き
る
。
さ
ら
に
、
直
販
に
よ
り

コ
ス
ト
削
減
が
可
能
に
な
り
、

そ
の
分
価
格
も
引
き
下
げ
ら
れ
、

流
通
在
庫
も
圧
縮
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
ネ
ッ
ト
上
で
、
完
全

競
争
市
場
に
近
い
も
の
が
成
立

し
、
不
当
に
高
い
価
格
は
排
除

さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
消

費
者
は
今
ま
で
以
上
に
低
価
格

を
求
め
は
じ
め
、
こ
れ
に
応
え

る
こ
と
が
出
来
た
企
業
の
み
が

生
き
残
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

I
T
革
命
の
進
行
と
と
も
に
価

格
革
命
も
推
し
進
め
ら
れ
る
だ

ろ
う
。

②
物
流

　

ネ
ッ
ト
社
会
の
要
と
な
る
の

が
物
流
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
銀

行
取
引
や
音
楽
ビ
デ
オ
の
配
信
、

新
聞
・
書
籍
、
電
子
決
済
な
ど

あ
ら
ゆ
る
取
引
は
今
後
ネ
ッ
ト

上
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
ネ
ッ
ト
上
で

購
入
し
た
物
も
現
物
を
手
に
入

れ
る
た
め
に
は
輸
送
に
頼
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
こ

と
は
物
流
シ
ス
テ
ム
は
、
今
後

I
T
革
命
が
進
ん
で
い
く
に
つ

れ
、
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い

く
こ
と
に
な
る
。【
I
T
S
（
高

度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
）
】＝
E

T
C
（
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料

金
収
受
シ
ス
テ
ム
）、V
I
C
S

（
道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ

ム
）
、
A
H
S
（
走
行
支
援
道
路

シ
ス
テ
ム
）
等
政
府
中
心
に
進

む
交
通
の
開
発
分
野
の
実
現
に

よ
り
、
渋
滞
解
消
・
交
通
量
の

減
少
な
ど
が
実
現
し
、
物
流
の

革
命
的
変
化
が
起
こ
る
と
い
わ

れ
る
。

③
経
済
シ
ス
テ
ム
革
命

　

今
後
わ
ず
か
数
年
で
ネ
ッ
ト

配
信
が
主
流
に
な
り
、
今
ま
で

の
店
舗
戦
略
・
流
通
戦
略
・
販

売
戦
略
は
全
て
崩
壊
し
て
い
く

と
言
わ
れ
て
い
る
。
仲
介
業
・

代
理
業
の
衰
退
、
銀
行
の
支
店

な
ど
店
舗
戦
略
の
無
意
味
化
、

過
剰
な
営
業
ス
タ
ッ
フ
の
無
用

化
な
ど
。

④
テ
レ
ワ
ー
ク

　

会

社

か

ら

離

れ

て

業

務

を

行

う

テ

レ

ワ

ー

ク

人

口

も

増

え

て

い

く

だ

ろ
う
。
小

資

本

で

も

起

業

が

可

能

で
、
好
立

地

に

オ

フ

ィ

ス

を

構

え

る

必

要

も
な
く
、

営
業
・
受

発
注
・
情

報

収

集

な

ど

の

多

く

を

オ

ン

ラ

イ
ン
化
し
て
、
S
O
H
O
（
ス

モ
ー
ル
オ
フ
ィ
ス
・
ホ
ー
ム
オ

フ
ィ
ス
）
と
し
て
大
き
な
事
業

を
行
う
こ
と
も
可
能
だ
。

　

全
日
電
工
連
も
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

持
ち
、
I
T
利
用
に
積
極
的
な

姿
勢
を
み
せ
る
。

　

全
日
電
工
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
、
一
般
の
方
向
け
に
「
快

適
な
暮
ら
し
と
電
気
」、
組
合
員

向
け
に
は
「
全
日
電
工
連
組
合

員
情
報
」
、
青
年
部
を
紹
介
し
て

い
る
「
青
年
部
の
活
動
」、
連
合

会
の
案
内
「
組
織
の
概
要
」
、
関

係
団
体
な
ど
の
リ
ン
ク
先
を
見

や
す
く
し
た
「
リ
ン
ク
集
」
、
さ

ら
に
、
新
設
さ
れ
た
新
し
い
情

報
満
載
の
「W

h
a
t
's  
N
e

w
？

」
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。

　

組
合
員
だ
け
で
な
く
、
一
般

の
人
で
も
便
利
に
使
え
る
よ
う

に
、
リ
フ
ォ
ー
ム
時
に
役
立
つ

電
気
の
基
礎
知
識
や
、
ホ
テ
ル

案
内
、
交
通
機
関
の
時
刻
表
、

地
図
や
天
気
予
報
な
ど
一
般
情

報
ま
で
調
べ
ら
れ
る
多
彩
な
内

容
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
各
県
の
連

絡
手
段
と
し
て
、
電
子
メ
ー
ル

も
活
用
さ
れ
始
め
て
お
り
、
今

後
、
各
組
合
で
も
I
T
化
に
一

層
拍
車
が
か
か
り
そ
う
な
勢
い

で
あ
る
。

 

 

　

I
T
革
命
と
い
う
と
、
敷
居

が
高
く
な
り
が
ち
で
、
ど
の
よ

う
に
取
り
入
れ
て
活
用
す
れ
ば

い
い
の
か
と
い
う
意
見
も
あ
る

だ
ろ
う
が
、
ま
ず
は
パ
ソ
コ
ン

を
購
入
し
、
講
習
な
ど
を
受
け
、

供
操
作
が
出
来
る
よ
う
に
な

る
僑
こ
と
か
ら
始
め
る
だ
け
で

も
良
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

プ
ロ
バ
イ
ダ
に
加
入
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
実
際
に
使
っ
て

み
る
だ
け
で
も
、
I
T
ビ
ジ
ネ

ス
参
加
へ
の
き
っ
か
け
と
な
る

か
も
し
れ
な
い
。 

　

各
県
の
電
気
工
事
組
合
で
も

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
の
せ
て
、

積
極
的
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
い
る
事
は
ご
存
じ
だ

ろ
う
。
前
述
し
た
全
日
電
工
連

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、
電
気

工
事
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を

設
け
、
全
国
の
電
気
工
事
組
合

の
連
絡
先
な
ど
を
表
示
し
て
い

る
。
先
ず
存
在
を
知
っ
て
も
ら

う
。
そ
れ
が
、
提
案
型
営
業
の

出
発
点
な
の
だ
。
ま
ず
は
「
I

T
を
身
近
に
置
き
、
日
常
の
生

活
の
一
部
と
し
て
利
用
す
る
」

こ
と
が
先
決
な
の
で
あ
る
。

★
I
T
で

　
　

変
化
す
る
経
済

★
I
T
革
命

              
へ
の
意
識

★
全
日
電
工
連
の

　
　
　
　

I
T
利
用

　

前
回
の
『
I
T
革
命
』
に
つ
い
て
考
え
る
〈
そ
の
１
〉
で

は
、
I
T
に
よ
っ
て
我
々
の
生
活
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

い
く
の
か
全
体
像
を
述
べ
た
。
今
回
は
、「
I
T
革
命
」
に
よ

る
経
済
の
変
化
を
、
一
般
的
な
視
点
で
検
証
す
る
。
ま
た
、

全
日
電
工
連
で
も
、
実
際
に
I
T
が
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
る
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
例
に
考
え
て
い
く
。

『
I
T
革
命
』
に
つ
い
て
考
え
る
《
そ
の
2
》

見やすく、便利な情報がいっぱいの全日電工連ホームページ

　
　
　
　
　
　
　
　

I
T
革
命
が
価
格
に
及
ぼ
す
影
響

広告スペース
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苛
電
気
技
術
者
試
験
セ
ン
タ

ー
は
、
平
成　

年
度
第
二
種
電

12

気
工
事
士
技
能
試
験
実
施
結
果

を
発
表
し
た
。

　

技
能
試
験
有
資
格
者
8
万
4

4
5
4
名
（
前
年
比　

・
7
％

18

増
）
の
う
ち
、
受
験
者
7
万
8

9
4
4
名
（
同　

・
4
％
増
）

17

で
、
そ
の
う
ち
合
格
者
3
万
9

5
0
1
名
と
な
っ
た
。

　

技
能
試
験
の
合
格
率
は　

・
50

0
％
と
な
り
、
前
年
度
の
技
能

試
験
合
格
率　

・
5
％
と
比
べ

33

大
幅
に
増
加
し
た
。

　

7
月
に
発
表
さ
れ
た
、
第
二

種
電
気
工
事
士
筆
記
試
験
実
施

結
果
と
併
せ
て
見
る
と
、
平
成

　

年
度
第
二
種
電
気
電
気
工
事

12士
試
験
の
結
果
は
以
下
の
よ
う

に
な
っ
た
。

　

平
成　

年
度
第
二
種
電
気
工

12

事
士
試
験
は
、
筆
記
試
験
を
平

成　

年
6
月
4
日
（
日
）
に
技

12
能
試
験
を
7
月　

日
（
日
）
に

30

全
国　

カ
所
の
試
験
会
場
に
お

58

い
て
、
一
斉
に
実
施
さ
れ
た
。

　

本
年
度
の
受
験
申
込
者
は
、

　

万
8
4
3
1
名
（
内
筆
記
免

11

除
者
3
万
6
0
8
3
名
）
で
、

前
年
度
（　

万
8
9
5
9
名
）

10

に
比
べ
9
4
7
2
名
（
8
・
7

％
）
増
加
し
た
。

　

筆
記
試
験
の
結
果
は
、
受
験

者
7
万
6
2
1
9
名
に
対
し
4

万
8
3
7
1
名
が
合
格
し
、
合

格
率　

・
5
％
で
あ
っ
た
。

63

　

技
能
試
験
の
受
験
者
は
、
筆

記
試
験
免
除
者
を
加
え
た
7
万

8
9
4
4
名
で
あ
り
、
合
格
者

は
3
万
9
5
0
1
名
で
合
格
率

は　

・
0
％
と
な
っ
た
。

50

　

技
能
試
験
合
格
者
の
割
合
を

年
令
別
に
み
る
と
、　

才
以
下

17

が　

・
6
％
で
ト
ッ
プ
、
次
い

30
で　

才
～　

才
が　

・
0
％
、

21

25

17

　

才
～　

才
が　

・
7
％
の
順

26

30

15

と
な
っ
た
。

　

今
回
の
合
格
者
の
内
、
最
年

長
者
は　

才
、
最
年
少
者
は　

81

13

才
で
、
女
性
の
合
格
者
は
1
0

8
6
名
で
あ
っ
た
。

　

技
能
試
験
実
施
結
果
は
、
受

験
者
に
は
合
否
に
か
か
わ
ら
ず

通
知
す
る
ほ
か
同
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
受
験
番

号
を
検
索
で
き
る
。

http://
w
w
w
.shike
n.or.jp/

電気技術者試験センターが発表

◆
第
二
種
電
気
工
事
士
技
能
試
験
実
施
結
果
◆

技能試験合格率 50％突破

総申込

者に対

する合

格者の

割合

技能試験筆記試験申込者

支部名 （合格率）合格者（受験率）受験者

有資格

者筆記

免除者

+ 筆記

合格者

（合格率）合格者（受験率）受験者

申込者

* 筆記

免除者

を除く

計

筆記免

除者

筆記申

込者

（Ｉ / Ｃ）（Ｉ / Ｈ）（Ｉ）（Ｈ / Ｇ）（Ｈ）
Ｇ = Ｂ＋

Ｆ
（Ｆ／Ｅ）（Ｆ）(Ｅ / Ｄ )（Ｅ）（Ｄ = Ａ）

（Ｃ = Ａ

+ Ｂ）
（Ｂ）（Ａ）

33.048.91,52294.13,1123,30864.81,97592.93,0473,2804,6161,3363,280北 海 道

33.951.84,21393.78,1338,67760.84,91793.18,0928,68812,4453,7578,688東　 北

32.049.611,38292.522,96724,82461.813,86791.122,44324,62435,58210,95824,624関　 東

28.141.54,48093.610,79811,53864.16,54193.410,20210,92815,9164,98810,928中　 部

38.356.71,45494.12,5632,72564.91,62492.92,5012,6913,7951,1042,691北　 陸

31.746.46,36993.513,74114,69465.58,27392.712,63813,64020,0776,43713,640関　 西

34.649.92,45193.94,9095,22666.63,04893.44,5794,9027,0822,1804,902中　 国

37.654.21,56295.72,8823,01365.51,81393.52,7682,9594,1581,1992,959四　 国

42.663.05,54894.48,8019,32664.25,63293.98,7759,35013,0323,6829,350九　 州

30.150.152092.41,0381,12358.068191.31,1741,2861,7284421,286沖　 縄

33.450.039,50193.578,94484,45463.548,37192.676,21982,34811,843136,08382,348全 国 計

　

工
場
や
事
業
所
な
ど
で
、
夜

間
の
割
安
な
電
気
を
利
用
し
て

氷
や
水
に
熱
を
蓄
え
冷
暖
房
に

使
う
蓄
熱
式
空
調
が
、
東
北
で

も
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。

　

国
や
電
力
会
社
な
ど
の
補
助

に
加
え
、「
環
境
に
優
し
い
」
空

調
と
し
て
採
用
が
増
え
て
い
る

の
が
要
因
だ
。
東
北
電
力
（
宮

城
県
仙
台
市
）
で
は
、
営
業
体

制
の
強
化
な
ど
で
、
一
層
の
普

及
を
図
る
方
針
だ
。 

　

同
社
に
よ
る
と
、
管
内
（
新

潟
を
含
む
東
北
7
県
）
で
の
氷

水
蓄
熱
式
空
調
の
設
置
実
績
は
、

今
年
7
月
現
在
の
累
計
で
3
4

9
件
、
契
約
電
力
は
1
万
4
、

2
2
0
ｋ
ｗ
。
年
度
別
の
新
設

件
数
を
見
る
と
、
平
成　

年
度

11

は
前
年
度
の
倍
以
上
の
1
2
1

件
、
本
年
度
も
4
カ
月
で
既
に

　

件
と
好
調
な
ペ
ー
ス
だ
。 

55
　

氷
水
蓄
熱
式
空
調
が
地
球
温

暖
化
防
止
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
環
境
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
国
際
規
格
Ｉ

Ｓ
Ｏ
1
4
0
0
1
の
認
証
取
得

を
目
指
す
官
公
庁
や
企
業
な
ど

が
多
い
。
当
初
は
水
に
よ
る
蓄

熱
設
備
が
多
か
っ
た
が
、
こ
の

と
こ
ろ
は
熱
の
変
換
効
率
な
ど

に
優
れ
た
氷
蓄
熱
式
（
エ
コ
ア

イ
ス
）
が
大
半
だ
と
い
う
。 

　

普
及
し
た
背
景
と
し
て
、
国

が
平
成　

年
度
に
エ
コ
ア
イ
ス

10

へ
の
補
助
制
度
を
始
め
た
こ
と

も
挙
げ
ら
れ
る
。
エ
コ
ア
イ
ス

は
、
通
常
の
業
務
用
エ
ア
コ
ン

に
比
べ
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

は
低
い
が
導
入
コ
ス
ト
は
割
高
。

例
え
ば
、　

馬
力
の
冷
暖
房
機

16

器
1
台
が
最
高　

万
円
。
こ
の

63

補
助
制
度
で
は
、
エ
ア
コ
ン
と

の
設
置
コ
ス
ト
の
差
額
の
半
分

を
設
置
者
に
補
助
し
て
お
り
、

東
北
電
力
管
内
の
申
請
件
数
は

平
成　

年
度
が　

件
、
本
年
度

11

73

は
7
月
末
時
点
で　

件
と
な
っ

59

て
い
る
。 

　

さ
ら
に
東
北
電
力
で
は
、　

11

年
度
か
ら
、
エ
コ
ア
イ
ス
の
設

計
者
に
対
し
て
も
独
自
の
「
設

計
補
助
制
度
」（
最
高
1
0
0
万

円
）
も
導
入
し
た
。
導
入
コ
ス

ト
の
エ
ア
コ
ン
と
の
差
額
に
関

し
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
低

減
分
を
含
め
て
二
、
三
年
で
回

収
で
き
る
水
準
に
な
る
よ
う
補

助
し
て
い
る
。 

　

同
社
営
業
部
で
は
、
氷
水
蓄

熱
式
空
調
の
シ
ェ
ア
を
現
在
の

4
％
か
ら　

％
ま
で
上
げ
る
の

10

を
目
標
に
掲
げ
、「
料
金
面
で
も

ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

メ
ニ
ュ
ー
化
を
検
討
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。 

　

電
力
各
社
が　

月
か
ら
予
定

10

し
て
い
る
電
気
料
金
の
本
格
改

定
に
よ
る
引
き
下
げ
で
、
電
力

　

社
の
平
均
の
値
下
げ
率
が
5

10％
を
上
回
る
見
通
し
と
な
っ
た
。

　

東
京
電
力
は
5
％
前
後
と
な

る
方
向
で
、
送
電
線
コ
ス
ト
が

相
対
的
に
低
い
他
社
で
は
6
％

台
に
な
る
と
こ
ろ
も
あ
り
そ
う

だ
。
1
9
9
8
年
2
月
に
実
施

し
た
前
回
の
本
格
改
定
に
よ
る

値
下
げ
で
は
、　

電
力
の
平
均

10

値
下
げ
率
が
4
・
6
7
％
だ
っ

た
が
、
今
回
は
そ
れ
を
上
回
る

こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

　

今
回
の
料
金
改
定
は
、
電
力

各
社
の
経
営
効
率
化
で
引
き
下

げ
原
資
を
確
保
す
る
も
の
で
、

原
油
価
格
や
為
替
の
変
動
に
連

動
し
て
改
定
す
る
燃
料
費
調
整

と
は
別
。
各
社
は
通
産
省
に
届

け
出
て　

月
か
ら
実
施
を
予
定

10

し
て
い
る
。

　

東
電
の
場
合
、
前
回
の
値
下

げ
率
は
4
・
2
％
で
、
今
回
は

そ
れ
を
上
回
る
幅
に
な
る
見
通

し
だ
。
今
回
の
値
下
げ
は
、
3

月　

日
に
実
施
さ
れ
た
電
力
小

21
売
り
自
由
化
の
対
象
外
の
家
庭

用
や
中
小
規
模
の
業
務
用
（
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど
）
、
産
業
用

（
工
場
な
ど
）
が
対
象
と
な
る
。

　

引
き
下
げ
率
は
家
庭
用
よ
り

も
業
務
用
の
方
が
大
き
く
な
る

方
向
で
、
東
電
の
場
合
、
家
庭

用
で
は
4
％
台
、標
準
家
庭
（
夫

婦
と
子
供
2
人
）
月
額
で
2
5

0
～
3
5
0
円
程
度
、
業
務
用

で
は
6
％
近
い
値
下
げ
と
な
り

そ
う
だ
。

　

値
下
げ
に
必
要
な
原
資
は
、

例
え
ば
東
電
で
1
％
下
げ
る
の

に
5
0
0
億
円
弱
が
必
要
と
な

る
。
電
力
各
社
は
規
制
緩
和
に

よ
る
競
争
の
激
化
に
備
え
て
経

営
効
率
化
を
進
め
て
い
る
が
、

効
率
化
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
自

由
化
対
象
の
大
口
利
用
者
だ
け

で
な
く
、
一
般
の
利
用
者
に
も

配
分
す
る
た
め
、
料
金
を
引
き

下
げ
る
こ
と
に
し
た
。　

最終合格者数は 39、501 名

合格率、前年度より
　　　　　　　大幅増

電
力
各
社
、料
金
値
下
げ

規
制
緩
和
に
備
え
て

10 月から

蓄
熱
式
空
調

　
　

人
気
上
昇
中

前
年
度
比
、　

％
増

100

東北７県

広告スペース
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松
下
電
工
㈱
は
、
次
世
代
携

帯
電
話
に
も
最
適
な
携
帯
電
話

ハ
ン
ズ
フ
リ
ー
キ
ッ
ト
の
接
続

用
コ
ネ
ク
タ
、
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン

グ
機
能
付
き
の
『
同
軸
コ
ネ
ク

タ
』
を
9
月
よ
り
発
売
し
た
。

　

こ
の
商
品
の
特
長
は
①
レ
セ

プ
タ
ク
ル
は
、
誘
い
込
み
ガ
イ

ド
を
設
け
な
が
ら
低
背
3
亜
と

省
ス
ペ
ー
ス
を
実
現
（
フ
ロ
ー

テ
ィ
ン
グ
機
構
付
レ
セ
プ
タ
ク

ル
で
は
底
面
積
比
約　

％
高
さ

80

比
約　

％
）
②
従
来
固
定
式
で

55

あ
っ
た
プ
ラ
グ
だ
が
、
プ
ラ

グ
側
は
軸
方
向
2
亜
、
径
方

向
1
亜
可
動
す
る
フ
ロ
ー

テ
ィ
ン
グ
機
構
を
採
用
し
た

こ
と
に
よ
り
、
レ
セ
プ
タ
ク

ル
と
の
接
続
が
容
易
に
な
る

③
産
業
機
器
の
誤
差
範
囲
の

ズ
レ
は
カ
バ
ー
で
き
る
の
で
、

商
品
検
査
の
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
化
に
貢
献
④
次
世
代

携
帯
電
話
な
ど
の
2
G　

帯
Hz

（
V
S
W
R
／
リ
タ
ー
ン
ロ
ス

1
・　

以
下
）
ま
で
の
高
周
波

30

特
性
に
対
応
⑤
携
帯
電
話
内
蔵

ア
ン
テ
ナ
と
車
載
ア
ン
テ
ナ
と

の
切
り
替
え
が
可
能
な
ス
イ
ッ

チ
ン
グ
機
能
付
⑥
レ
セ
プ
タ
ク

ル
は
フ
ラ
ッ
ク
ス
上
が
り
防
止

構
造
に
な
っ
て
い
る
。

　

価
格
は
、
『
同
軸
コ
ネ
ク
タ

ー
』
レ
セ
プ
タ
ク
ル
が　

円
。

95

プ
ラ
グ
が
1
、
3
0
0
円
。

緯
0
6（
6
9
0
8
）1
1
3
1

　

八
木
ア
ン
テ
ナ
㈱
は
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
導
入
時
の
広
帯

域
受
信
に
対
応
す
る
、『
共
同
受

信
用
U
H
F
オ
ー
ル
チ
ャ
ン
ネ

ル
ア
ン
テ
ナ
』
ア
ル
ミ
仕
様
（
耐

風
速　

m
／
s
）
と
ス
テ
ン
レ

50

ス
仕
様
（
耐
風
速　

m
／
s
）

６０

の
2
種
類
を
8
月
よ
り
発
売
し

た
。

　

こ
の
商
品
の
特
長
は
①
ア
ン

テ
ナ
の
素
子
配
列
、
給
電
部
の

新
規
設
計
に
よ
り
、
広
帯
域
に

わ
た
り
優
れ
た
受
信
性
能
を
実

現
す
る
②
2
0
0
3
年
の
デ
ジ

タ
ル
放
送
開
始
に
と
も
な
う
既

存
ア
ナ
ロ
グ
放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル

の
変
更
や
、
サ
イ
マ
ル
放
送
期

能
を
発
揮

す
る
②
H

F　

M　
10

H z

か
ら
C
S

倆
I
F
2

1
5
0
M

　

ま
で
の

Hz広
帯
域
で

フ
ラ
ッ
ト

な
周
波
数

特
性
を
発
揮
す
る
た
め
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
や
V
H
F
・
U
H

F
地
上
放
送
、
ス
カ
イ
パ
ー

フ
ェ
ク
T
V
！
全
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
伝
送
す
る
共
同
受
信
設
備
に

最
適
③
電
磁
妨
害
排
除
能
力
は
、

V
H
F
帯
1
0
0
d
B
、
U
H

F
帯　

d
B
、
B
S
／
C
S
倆

90

I
F
帯　

d
B
を
確
保
。
高
品

80

質
な
デ
ジ
タ
ル
信
号
の
伝
送
が

可
能
④
入
力
端
子
に
は
独
自
の

B
N
倆
F
接
栓
座
を
採
用
し
て

お
り
、
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
側
に
B

N
倆
F
5
な
ど
バ
イ
オ
エ
フ
方

式
の
プ
ラ
グ
と
組
み
合
わ
せ
て

使
用
す
れ
ば
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
で

確
実
な
接
続
が
で
き
作
業
性
に

も
優
れ
て
い
る
⑤
亜
鉛
ダ
イ
カ

ス
ト
製
筺
体
で
耐
久
性
に
も
優

れ
て
い
る
。

　

価
格
は
、
4
、
7
0
0
円
。　

緯
0
7
8
（
6
8
2
）0
0
0
2

間
の
広
帯
域
受
信
に
対
応
す
る

③
受
信
帯
域
が
U
H
F
全
帯
域

の
た
め
、
受
信
チ
ャ
ン
ネ
ル
に

対
応
し
た
ア
ン
テ
ナ
の
機
種
選

択
が
不
要
、
U
H
F
ア
ン
テ
ナ

の
在
庫
管
理
や
受
信

シ
ス
テ
ム
の
設
計
が

容
易
に
な
る
④
反
射

素
子
の
追
加
に
よ
る

高
い
前
後
比
で
後
方

か
ら
の
反
射
波
を

カ
ッ
ト
す
る
⑤
本
体

の
傾
き
が
な
く
マ
ス

ト
と
の
固
定
が
容
易

な
角
パ
イ
プ
型
支
持

ア
ー
ム
を
採
用
し
て

い
る
⑥
ス
テ
ン
レ
ス

製
素
子
支
持
台
、
M　

ボ
ル
ト

10

締
め
付
け
大
型
マ
ス
ト
取
付
け

金
具
の
採
用
に
よ
り
取
付
け
強

度
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
る
。

価
格
は
、
ア
ル
ミ
仕
様
ア
ン
テ

ナ
が
2
5
、
0
0
0
円
で
ス
テ

ン
レ
ス
仕
様
ア
ン
テ
ナ
が
1
7
、

5
0
0
円
。

緯
0
3
（
3
2
9
2
）7
5
2
7

   
三
菱
電
機
㈱
は
、
省
エ
ネ
・

リ
サ
イ
ク
ル
・
新
冷
媒
と
い
う

環
境
課
題
に
対
応
し
、
さ
ら
に

内
部
簡
単
掃
除
を
実
現
し
た
2

0
0
1
冷
凍
年
度
ル
ー
ム
エ
ア

コ
ン
供
霧
ヶ
峰
S
F
X
／
A
X

シ
リ
ー
ズ
僑
を　

月
初
旬
よ
り

10

順
次
発
売
し
て
い
く
。

  
こ
の
商
品
の
特
長
は
①
先
進

環
境
対
応
を
全
機
種
実
現
。
2

0
0
4
年
の
省
エ
ネ
法
基
準
値

ク
リ
ア
機
種
で
あ
り
、
2
0
0

1
冷
凍
年
度
は
約　

％
に
拡
大
。

50

リ
サ
イ
ク
ル
率
向
上
の
た
め
金

属
比
率　

％
を
実
現
し
、
オ
ゾ

80

ン
層
を
破
壊
し
な
い
H
F
C
系

冷
媒
R
4
1
0
A
を
採
用
②
エ

ア
コ
ン
内
部
の
送
風
フ
ァ
ン
や

風
向
フ
ラ
ッ
プ
ま
で
簡
単
に
掃

除
で
き
る
「
お
そ
う
じ
カ
ン
タ

ン
ボ
デ
ィ
」
を
搭
載
。
内
部
を

清
潔
に
保
て
る
ほ
か
、
消
費
電

力
量
の
増
加
を
抑
え
る
③
「
ア

レ
ル
ゲ
ン
H
E
P
A
フ
ィ
ル
タ

ー
」
と
「
ワ
イ
ド
カ
テ
キ
ン
エ

ア
フ
ィ
ル
タ
ー
」
の
「
空
清
ダ

ブ
ル
ス
ト
ッ
パ
ー
」
で
吸
い
込

む
空
気
の
汚
れ
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、

熱
交
換
器
を
清
潔
に
保
つ
。
ま

た
空
気
中
の
ホ
コ
リ
の
粒
子
数

を
セ
ン
サ
ー
で
カ
ウ
ン
ト
し
、

手
入
れ
の
時
期
を
的
確
に
知
ら

せ
る
④
先
進
技
術
で
基
本
性
能

も
一
新
（
S
F
X
シ
リ
ー
ズ
）
。

床
の
温
度
を
直
接
は
か
り
本
体

に
デ
ジ
タ
ル
表
示
す
る
「
ふ
く

射
セ
ン
サ
ー
」
を
搭
載
。
床
面

が
冷
え
れ
ば
足
元
を
強
力
に
暖

め
、
暖
か
さ
を
キ
ー
プ
し
な
が

ら
省
エ
ネ
運
転
に
切
り
替
わ
る

な
ど
、
エ
ア
コ
ン
暖
房
の
不
満

を
解
消
し
た
⑤
独
自
開
発
「
ス

ー
パ
ー
サ
イ
レ
ン
サ
ー
」
を
搭

載
し
、
イ
ン
バ
ー

タ
再
熱
除
湿
で

「
寒
く
な
ら
な
い

静
か
な
除
湿
」
を

実
現
。　

価
格
は
、

S
F
X
シ
リ
ー
ズ

は
カ
ラ
ー
3
色
と

も　

万
～　

万
5

21

34

千
円
。
A
X
シ
リ

ー
ズ
は
カ
ラ
ー
2

色
と
も
オ
ー
プ
ン

価
格
。

緯
0
1
2
0
倆
1

3
9
倆
3
6
5

　

松
下
通
信
工
業
㈱
は
、
ス
ー

パ
ー
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
Ⅱ
方
式

（
逆
光
の
撮
影
条
件
の
も
と
で

も
調
整
す
る
こ
と
な
く
、
人
の

目
の
よ
う
に
忠
実
に
映
像
再
生

が
で
き
る
）
を
採
用
し
、
3
6

0
度
全
方
向
に
対
応
可
能
な
、

ロ
ー
コ
ス
ト
監
視
用
カ
ラ
ー
テ

レ
ビ
カ
メ
ラ
「
ド

ー

ム

型

プ

リ

セ
ッ
ト
コ
ン
ビ

ネ
ー
シ
ョ
ン
カ

メ
ラ
・
W
V
倆
C

S
5
5
0
」
を
9

月
よ
り
発
売
し

た
。
高
機
能
、
高
性
能

ド
ー
ム
型
プ
リ

セ
ッ
ト
コ
ン
ビ

ネ
ー
シ
ョ
ン
カ

　  
オ
ム
ロ
ン
㈱
は
、
あ
ら
ゆ
る

産
業
分
野
で
多
く
の
採
用
実
績

を
誇
る
形
A
3
P
／
M
2
P
を

シ
リ
ー
ズ
強
化
し
、機
能
・
性
能

を
向
上
さ
せ
な
が
ら
視
認
性
向

上
と
省
配
線
、
省
ス
ペ
ー
ス
に

対
応
し
た「
角
胴
タ
イ
プ　
照
光

押
し
ボ
タ
ン
ス
イ
ッ
チ
／
表
示

灯
」
を
9
月
よ
り
発
売
し
た
。

  
こ
の
商
品
の
特
長
は
①
は
ん

だ
レ
ス
の
省
配
線
コ
ネ
ク
タ

「
ク
イ
ッ
ク
・
コ
ネ
ク
タ
」を
新

採
用
。
押
し
て
指
す
だ
け
の
は

　

マ
ス
プ
ロ
電
工
㈱
は
、
B
S

デ
ジ
タ
ル
放
送
と
、
新
C
S
デ

ジ
タ
ル
放
送
を
同
時
に
受
信
で

き
る
B
S
・
C
S
ア
ン
テ
ナ
3

機
種
を
発
表
す
る
。

   
こ
の
商
品
の
特
長
は
①
最
新

の
コ
ン
バ
ー
タ
ー
回
路
設
計
に

よ
り
1
1
0
度
C
S
デ
ジ
タ
ル

放
送
を
受
信
し
て
い
て
も
B
S

放
送
が
常
時
受
信
で
き
る
（
特

許
出
願
中
）
。
現
行
の
B
S
ア
ナ

ロ
グ
放
送
を
見
て
い
る
ホ
ー
ム

共
同
受
信
に
使
用
し
た
場
合
、

1
1
0
度
C
S
デ
ジ
タ
ル
放
送

（
1
カ
所
受
信
）
の
チ
ャ
ン
ネ

ル
（
受
信
偏
波
面
）
を
切
換
え

て
も
、
B
S
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は

複
数
の
部
屋
で
常
時
楽
し
め
る

②
G
／
T
は
、
ア
ン
テ
ナ
利
得

と
コ
ン
バ
ー
タ
ー
雑
音
指
数

（
N
F
）
に
よ
っ
て
決
ま
る
B

S
・
C
S
ア
ン
テ
ナ
の
総
合
性

能
。
B
S
・
C
S
パ
ラ
ボ
は
、

高
効
率
デ
ィ
ッ
シ
ュ
と
高
性
能

コ
ン
バ
ー
タ
ー
（
N
F
0
・
5

～
0
・
9
d
B
）
に
よ
り
最
高

水
準
の
G
／

T
値
を
保
証

し
て
い
る
の

で
、
雷

雨
・

豪
雨
な
ど
で

衛
星
電
波
が

弱
く
な
っ
た

時
に
威
力
を

発
揮
す
る
④
局
部
発
振
位
相
雑

音
は
、
B
S
・
C
S
デ
ジ
タ
ル

放
送
を
安
定
し
た
画
像
で
受
信

す
る
た
め
の
重
要
な
性
能
だ
が

こ
の
コ
ン
バ
ー
タ
ー
は
独
自
の

発
振
回
路
に
よ
り
、
優
れ
た
位

相
雑
音
を
実
現
。

　

価
格
は
、
B
S
C　

（　

㎝
）

45

45

が
3
3
、
0
0
0
円
、
B
S
C

　

（　

㎝
）
が
4
0
、
0
0
0

50

50

円
、
B
S
C　

（　

㎝
）
が
5

60

60

2
、
0
0
0
円
。

緯
0
5
2
（
8
0
5
）3
3
6
6

ん
だ
を
使
わ
ず
接
続
で
き
る
ス

プ
リ
ン
グ
結
線
方
式
で
環
境
負

荷
を
低
減
し
、
は
ん
だ
付
作
業

が
で
き
な
い
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム

内
等
で
も
使
用
可
能
。
配
線
工

数
も
従
来
の
は
ん
だ
付
端
子
に

比
べ
格
に
削
減
で
き
る
②
照
光

部
の
視
認
性
向
上
と
低
消
費
電

力
化
の
実
現
。
高
輝
度
L
E
D

の
採
用
と
独
自
の
光
学
技
術
で

輝
度
ム
ラ
や
明
る
さ
を
改
善
、

さ
ら
に
消
費
電
流
は
従
来
比
殻

～
獲
で
省
エ
ネ
・
環
境
に
貢
献

す
る
③
照
光
部
色
は
、
青
、
純
白

を
追
加
し
全
7
色
の
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
④
機
器
の
小
型
化
や
薄

型
に
対
応
し
、
従
来
品
と
比
べ

て　

％
短
い　

亜
（
端
子
部
除

25

32

く
）
の
シ
ョ
ー
ト
ボ
デ
ィ
⑤
D

C
5
V
、　

V
、　

V
仕
様
に
加

12

24

え
、D
C
1
1
0
V
ダ
イ
レ
ク

ト
点
灯
が
可
能
な
タ
イ
プ
も
業

界
で
初
め
て
品
揃
え
し

た
⑥
表
示
灯
は
、押
ボ
タ

ン
ス
イ
ッ
チ
と
同
じ
デ

ザ
イ
ン
だ
が
、
押
ボ
タ
ン

ス
イ
ッ
チ
の
機
能
は
な

く
L
E
D
表
示
の
み
す

る
。

　
価
格
は
、例
と
し
て
形
A

3
P
A
N
倆　

C　

は

90

11

2
、6
0
0
円
～
。
形
A

3
P
J
N
倆　

D　

は

90

21

3
、3
7
0
円
。

緯
0
7
5（
3
4
4
）7

1
1
9

3
6
0
度
全
方
向
に
対
応

ド
ー
ム
型
監
視
用
カ
メ
ラ

   
D
X
ア
ン
テ
ナ
㈱
は
、
C
S

デ
ジ
タ
ル
放
送
「
ス
カ
イ
パ
ー

フ
ェ
ク
T
V
！
」
を
組
み
込
ん

だ
ビ
ル
共
同
受
信
シ
ス
テ
ム
に

お
い
て
、
最
適
の
ユ
ニ
ッ
ト
と

な
る
2
系
統
配
線
用
壁
面
テ
レ

ビ
端
子
「
P
C
M
倆　

L
」
を

77

9
月
よ
り
発
売
し
た
。

   
こ
の
商
品
の
特
長
は
①
2
系

統
配
線
に
対
応
す
る
2
つ
の
入

出
力
端
子
を
持
ち
、
1
台
で
従

来
の
テ
レ
ビ
端
子
2
台
分
の
機

視
認
性
向
上
、省
配
線
対
応

ボ
タ
ン
ス
イ
ッ
チ
・
表
示
灯

先
進
的
環
境
対
策
ベ
ー
ス
に

　

世
紀
エ
ア
コ
ン
供
霧
ヶ
峰
僑

21

共
同
受
信
用
U
H
F
オ
ー

ル
チ
ャ
ン
ネ
ル
ア
ン
テ
ナ

B
S
新
C
S
デ
ジ
タ
ル
放
送

同
時
に
受
信
ア
ン
テ
ナ
3
種

メ
ラ
・
W
V
倆
C
S
8
5
0
の

基
本
性
能
を
ベ
ー
ス
に
、
日
常

監
視
業
務
に
お
い
て
使
用
頻
度

の
高
い
機
能
に
絞
り
込
み
、
ロ

ー
コ
ス
ト
化
を
実
現
し
た
（
W

V
倆
C
S
8
5
0
比　

％
の
コ

21

ス
ト
ダ
ウ
ン
）
。

　

こ
の
商
品
の
特
長
は
①　

倍
22

高
倍
率
光
学
ズ
ー
ム
レ
ン
ズ
と

2
倍
電
子
ズ
ー
ム
機
能
に
よ
り
、

最
大　

倍
の
デ
ジ
タ
ル
ズ
ー
ム

44

が
可
能
で
、
遠
く
の
被
写
体
も

ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
し
て
確
認
で
き

る
②
回
転
台
の
パ
ン
／
チ
ル
ト

（
カ
メ
ラ
の
向
き
）、
レ
ン
ズ
の

ズ
ー
ム
／
フ
ォ
ー
カ
ス
を
調
整

し
重
要
な
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

を
素
早
く
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
最

大
8
ケ
所
の
プ
リ
セ
ッ
ト
ポ
ジ

シ
ョ
ン
機
能
付
③
手
動
操
作
を

記
憶
し
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
再
現
で

き
る
パ
ト
ロ
ー
ル
機
能
や
3
6

0
度
エ
ン
ド
レ
ス
に
自
動
回
転

す
る
オ
ー
ト
パ
ン
、
登
録
ポ
ジ

シ
ョ
ン
順
に
カ
メ
ラ
を
自
動
制

御
し
、
映
像
を
映
し
出
す
シ
ー

ケ
ン
ス
プ
リ
セ
ッ
ト
ポ
ジ
シ
ョ

ン
の
オ
ー
ト
機
能
を
装
備
。
別

売
の
シ
ス
テ
ム
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

ー
と
の
組
み
合
わ
せ
で
こ
れ
ら

の
機
能
を
制
御
で
き
る
。

   
価
格
は
、
カ
メ
ラ
W
V
倆
C

S
5
5
0
は　

万
円
。
シ
ス
テ

38

ム
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
W
V
倆
C

U
1
6
1
は　

万
円
。 

14

緯
0
4
5
（
9
3
9
）1
7
2
3

C
S
デ
ジ
タ
ル
対
応
2
系
統

配
線
用
壁
面
テ
レ
ビ
端
子

次
世
代
携
帯
電
話
に
対
応

接
続
用
『
同
軸
コ
ネ
ク
タ
』



全 日 電 工 連 平成12年 10 月 1日(第３種郵便物認可) (10)第 379号

優良製品・商品をご使用下さい！
全日電工連協賛会社

株
式
会
社　

ア
イ
チ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

ア

イ

ホ

ン　

株
式
会
社

住

電

朝

日

精

工

株
式
会
社

因

幡

電

機

産

業　

株
式
会
社

大

阪

ヒ

ュ

ー

ズ　

株
式
会
社

オ

ム

ロ

ン　

株
式
会
社

株
式
会
社　

カ

ワ

グ

チ

河

村

電

器

産

業　

株
式
会
社

共

立

電

気

計

器　

株
式
会
社

住

友

ス

リ

ー

エ

ム　

株
式
会
社

株
式
会
社　

シ

ー

・

ア

イ

・

エ

ス

有
限
会
社　

全

日

出

版

社

株
式
会
社　

ダ

イ

テ

ッ

ク

中
電
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス　

株
式
会
社

Ｄ

Ｘ

ア

ン

テ

ナ　

株
式
会
社

テ

ン

パ

ー

ル

工

業　

株
式
会
社

東

芝

ラ

イ

テ

ッ

ク　

株
式
会
社

株
式
会
社　

ト

ー

ヨ

内

外

電

機　

株
式
会
社

株
式
会
社　

西
澤
電
機
計
器
製
作
所

株
式
会
社　

西

田

製

作

所

株
式
会
社　

ニ

チ

フ

端

子

工

業

日

本

電

機

産

業　

株
式
会
社

ネ

グ

ロ

ス

電

工　

株
式
会
社

株
式
会
社　

ビ

ジ

ネ

ス

・

ワ

ン

日
立
Ｇ
Ｅ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ　

株
式
会
社

松

下

電

器

産

業　

株
式
会
社

松

下

電

工　

株
式
会
社

マ

ス

プ

ロ

電

工　

株
式
会
社

三

菱

電

機　

株
式
会
社

ミ

ツ

ワ

電

機　

株
式
会
社

矢

崎

総

業　

株
式
会
社

横
河
エ
ム
ア
ン
ド
シ
ー　

株
式
会
社

ワ

ゴ

ジ

ャ

パ

ン　

株
式
会
社

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

住

友

生

命

保

険

相

互

会

社

株
式
会
社

大

和

銀

行

日

本

火

災

海

上

保

険　

株
式
会
社

三

井

生

命

保

険

相

互

会

社

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

全
日
本
電
設
資
材
卸
業
協
同
組
合
連
合
会

広告スペース



全 日 電 工 連 平成12年 10月 1日第 379 号 (第３種郵便物認可)(11)

　

加
入
組
合
員
の
う
ち
左
記
の

方
が
羅
災
さ
れ
、
互
助
会
規
約

に
よ
り
見
舞
金
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
一
日
も
早
い
復
興
を
心
か

ら
祈
念
し
ま
す
。

　
　
　

僉
全　
　

焼
僊

【
東
京
】
文
京
区
千
石

早
辰
電
気
工
業
㈱

　
　
　
　
　
　

片
根
勘
二
郎
様

　

互
助
会
加
入
者
の
う
ち
、
次

の
方
々
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。な
お
、
互
助
会
規
約
に

基
づ
き
病
気
、
そ
の
他
で
亡
く

な
ら
れ
た
ご
遺
族
の
方
に
弔
慰

金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

【
秋
田
】
秋
田
市
新
屋
栗
田
町

㈲
保
科
電
気　

保
科
正
也
様　
６９

【
福
島
】
相
馬
市
沖
ノ
内　

東
光
電
設
㈱　

八
巻
英
久
様　
５８

【
新
潟
】
上
越
市
春
日
新
田　

㈱
石
田
商
会　

石
田
紀
昭
様　
５８

【
石
川
】
金
沢
市
新
神
田　

加
州
電
工
㈱

　
　
　
　
　

北
村
外
喜
男
様　
６３

【
石
川
】
金
沢
市
森
山

川
畑
電
気
商
会

　
　
　
　
　
　

川
畑
義
光
様　
８８

【
群
馬
】
藤
岡
市
藤
岡

㈲
坂
本
電
機　
　

坂
本
清
様　
５８

【
栃
木
】
下
都
賀
郡
大
平
町

田
村
電
機
商
会　

田
村
昭
様　
７１

【
埼
玉
】
浦
和
市
根
岸

㈲
鈴
木
電
気
工
業
所

　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
一
様　
８０

【
埼
玉
】
鶴
ヶ
島
市
大
字
脚
折　

㈲
武
藤
電
機　

武
藤
裕
義
様　
６２

【
千
葉
】
柏
市
明
原

関
口
電
気
㈱

　
　
　
　
　

関
口
鉄
太
郎
様　
７４

【
東
京
】
台
東
区
根
岸

㈲
徳
岡
電
機
工
業
所

　
　
　
　
　
　
　

徳
岡
忠
様　
６７

【
東
京
】
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
本
町

㈲
大
塚
電
機
商
会

　
　
　
　
　

大
塚
正
吾
郎
様　
７９

【
東
京
】
江
東
区
潮
見

㈲
カ
ネ
マ
ツ
電
設

　
　
　
　
　
　

森
島
金
松
様　
７５

【
神
奈
川
】
川
崎
市
川
崎
区
新
川

通　

川
崎
電
設
㈱

　
　
　
　
　
　

佐
野
泰
彦
様　
５４

【
神
奈
川
】
横
浜
市
緑
区
青
砥
町

弘
真
電
設
㈱　

鈴
木
弘
治
様　
５６

【
静
岡
】
掛
川
市
領
家

㈲
松
栄
電
気
設
備
工
業
所

　
　
　
　
　
　

松
浦
英
男
様　
５９

【
愛
知
】
名
古
屋
市
名
東
区
野
間

町　

㈱
フ
ジ
電
気

　
　
　
　
　

藤
堂
喜
久
男
様　
８２

【
愛
知
】西
賀
茂
郡
三
好
町

フ
カ
ヤ
電
気
設
備

　
　
　
　
　
　

深
谷
五
男
様　
５３

【
大
阪
】堺
市
金
岡
町

㈱
大
川
電
機　

大
川
逸
雄
様　
６２

【
和
歌
山
】
那
賀
郡
貴
志
川
町　

西
谷
電
気
工
事
店

　
　
　
　
　
　
　

西
谷
保
様　
５４

【
兵
庫
】西
宮
市
大
市

甲
子
園
電
気
㈱

　
　
　
　
　
　

村
上
睦
夫
様　
６０

【
岡
山
】真
庭
郡
落
合
町

㈱
ア
ビ
ッ
ク

　
　
　
　
　

安
藤
美
紀
男
様　
４８

【
広
島
】広
島
市
中
区
加
古
町

㈱
井
上
電
業
社　

井
上
章
様　
５８

【
高
知
】高
知
市
横
内

西
山
電
気
店　

西
山
岩
雄
様　
７４

【
福
岡
】春
日
市
下
白
水
南
栄

電
業
社　
　
　

城
戸
俊
行
様　
５２

【
熊
本
】本
渡
市
太
田
町

㈲
野
上
電
設　

野
上
昭
義
様　
６８

【
鹿
児
島
】
阿
久
根
市
多
田

田
添
電
気
商
会

　
　
　
　
　
　

田
添
義
信
様　
４９

　

郵
政
相
の
諮
問
機
関
で
あ
る

電
気
通
信
審
議
会
（
那
須
翔
会

長
）
は
、「
Ｉ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）
革
命
を
推
進
す
る
た
め
の

電
気
通
信
事
業
に
お
け
る
競
争

政
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
特

別
部
会
」
の
初
会
合
を
開
き
、

全
国
均
一
料
金
で
の
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
義
務
付
け
て

い
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
法
の
改
正
を
含
め
、

通
信
事
業
の
公
平
な
競
争
政
策

の
検
討
に
着
手
し
た
。

　

期
間
は
２
年
間
を
目
途
と
し

て
い
る
が
、
特
別
部
会
長
の
藤

井
義
弘
・
日
立
造
船
会
長
は
「
国

を
挙
げ
て
Ｉ
Ｔ
革
命
と
言
っ
て

お
り
、
ゆ
っ
く
り
や
っ
て
は
い

ら
れ
な
い
」
と
述
べ
、
議
論
が

ま
と
ま
っ
た
分
野
か
ら
答
申
を

出
す
考
え
を
示
し
た
。

　

こ
の
日
の
会
合
で
は
、
茨
競

争
政
策
芋
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー

ビ
ス
鰯
国
際
競
争
力
、
の
3
小

委
員
会
の
設
置
を
決
め
た
。

　

「
競
争
政
策
小
委
員
会
」
で
は
、

変
化
の
激
し
い
事
業
環
境
の
中

で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
対
抗
し
て
新
電
電

各
社
が
合
併
を
進
め
て
き
た
現

状
を
受
け
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ

経
営
の
在
り
方
を
検
討
。
日
米

協
議
で
合
意
し
た
接
続
料
引
き

下
げ
で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
東
・
西
地
域

会
社
の
統
合
を
求
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
持
ち
株
会
社
経
営
の

是
非
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
法
で
限
定
し
て

い
る
業
務
範
囲
の
見
直
し
も
課

題
と
な
る
。

　

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ
ー
ビ
ス

小
委
員
会
」
に
つ
い
て
は
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
の
宮
津
純
一
郎
社
長
が

「
地
域
に
よ
っ
て
料
金
を
決
め

ら
れ
な
い
と
ど
う
に
も
な
ら
な

い
」
と
述
べ
る
な
ど
、
最
大
の

関
心
事
と
し
て
お
り
、
そ
の
範

囲
や
コ
ス
ト
負
担
、
地
域
間
料

金
格
差
の
是
非
な
ど
が
テ
ー
マ

と
な
る
。

　

「
国
際
競
争
力
小
委
員
会
」
で

は
、
そ
の
確
保
の
た
め
の
Ｎ
Ｔ

Ｔ
の
研
究
開
発
体
制
の
在
り
方

や
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
株
式
の
外
国
人
保

　

花
日
本
配
線
器
具
工
業
会
は

平
成　

年
に
、　

月　

日
を「
配

11

11

11

線
器
具
の
日
」
と
制
定
し
て
お

り
、
今
年
で
2
年
目
を
迎
え
る
。

　

こ
れ
は
、
最
も
使
用
さ
れ
て

い
る
配
線
器
具
の
ひ
と
つ
で
あ

る
ダ
ブ
ル
（
2
口
）
コ
ン
セ
ン

ト
の
プ
ラ
グ
差
込
口
の
形
状
を

　

月　

日
の
2
つ
の
「　

」
で

11

11

11

イ
メ
ー
ジ
し
た
た
め
。

　

家
庭
内
や
オ
フ
ィ
ス
内
で
の

電
気
使
用
を
支
え
、
使
用
頻
度

の
高
い
配
線
器
具
・
分
電
盤
の

役
割
・
重
要
性
を
電
気
を
使
用

す
る
需
要
家
に
広
く
再
認
識
し

て
も
ら
い
、
安
心
・
安
全
・
快

適
な
暮
ら
し
の
た
め
に
配
線
器

具
や
分
電
盤
の
定
期
的
チ
ェ
ッ

ク
を
促
す
の
が
目
的
。 

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

安
全
点
検
と
高
機
能
器
具
へ
の

交
換
を
勧
め
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

「
配
線
器
具
に
も
寿
命
が
あ
り

ま
す
。　

年
使
用
が
点
検
の
目

10

安
で
す
。
」
と
「
配
・
線
・
器
・

具
／
そ
ろ
そ
ろ
見
直
し
ま
し
ょ

う
。
家
庭
の
配
線
器
具
」
を
発

信
し
て
、「
早
期
点
検
」
と
「
よ

り
便
利
な
高
機
能
配
線
器
具
・

分
電
盤
へ
の
交
換
」
を
勧
め
、

安
心
・
安
全
・
快
適
な
暮
ら
し

作
り
を
目
指
す
。

有
比
率
が　

％
未
満
と
な
っ
て

20

い
る
外
資
規
制
、
3
分
の
1
以

上
と
し
て
る
政
府
の
保
有
義
務

な
ど
「
通
信
主
権
」
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

　

同
審
議
会
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、

新
電
電
な
ど
事
業
者
や
専
門
家

か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
す
る

予
定
で
、
す
で
に
一
般
か
ら
意

見
公
募
も
実
施
し
て
い
る
。
郵

政
省
は
議
論
が
ま
と
ま
っ
た
分

野
か
ら
、
来
年
の
通
常
国
会
に

Ｎ
Ｔ
Ｔ
法
や
電
気
通
信
事
業
法

な
ど
の
改
正
案
を
提
出
す
る
方

針
だ
。

　

建
設
企
業
間
の
商
取
引
を
電

子
情
報
で
行
う
供
Ｃ
Ｉ
倆
Ｎ
Ｅ

Ｔ
僑
を
推
進
す
る
建
設
業
振
興

基
金
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
た「
簡
易
な
Ｅ
Ｄ
Ｉ（
電

子
デ
ー
タ
交
換
）
ツ
ー
ル
」
の

フ
ァ
イ
ル
や
デ
ー
タ
等
の
実
装

規
約
を
公
開
し
た
。

　

「
簡
易
ツ
ー
ル
」に
対
応
し
た

ソ
フ
ト
は
、
複
数
の
企
業
が
開

発
を
進
め
て
お
り
、
年
内
中
に

い
く
つ
か
の
ソ
フ
ト
が
販
売
さ

れ
る
模
様
だ
。

　

2
0
0
1
年
度
概
算
要
求
の

重
点
事
業
の
一
つ
と
し
て
「
建

設
業
・
不
動
産
業
に
お
け
る
電

子
商
取
引
の
推
進
」
を
掲
げ
て

い
る
建
設
省
も
、
中
小
建
設
業

の
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
化
を
促

進
さ
せ
る
た
め
、
中
堅
・
中
小

企
業
ら
を
対
象
に
し
た
電
子
商

取
引
の
実
証
実
験
費
を
要
望
し

て
お
り
、
普
及
を
後
押
し
す
る
。

　

一
方
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
は
協

力
会
社
と
の
取
り
引
き
に
、供
Ｃ

Ｉ
倆
Ｎ
Ｅ
Ｔ
僑
対
応
ソ
フ
ト
の

活
用
に
乗
り
出
し
て
お
り
、「
簡

易
ツ
ー
ル
」
ソ
フ
ト
が
市
場
に

出
回
れ
ば
、
大
手
企
業
を
中
心

に
そ
の
流
れ
が
加
速
し
そ
う
な

気
配
で
あ
る
。

　
 
「
簡
易
ツ
ー
ル
」
に
対
応
し

た
ソ
フ
ト
の
販
売
や
、
行
政
サ

イ
ド
の
支
援
等
を
契
機
と
し
て
、

供
Ｃ
Ｉ
倆
Ｎ
Ｅ
Ｔ
僑
が
今
後
急

速
に
普
及
す
る
こ
と
は
確
実
で
、

1
9
8
8
年
か
ら
研
究
が
始

ま
っ
た
供
Ｃ
Ｉ
倆
Ｎ
Ｅ
Ｔ
僑
が
、

い
よ
い
よ
本
格
的
な
普
及
に
つ

な
が
る
模
様
だ
。

　

日
本
電
池
は
固
体
高
分
子
型

燃
料
電
池
（
Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ
）
の
単

セ
ル
ベ
ー
ス
で
、
触
媒
の
白
金

使
用
量
を
大
幅
に
減
ら
す
技
術

を
開
発
、
白
金
が
一
酸
化
炭
素

で
性
能
が
劣
化
す
る
問
題
も
克

服
し
た
。

　

2
0
0
2
年
ま
で
に
触
媒
に

使
用
す
る
白
金
の
量
を
現
在
の

　

分
の
1
に
減
ら
し
た
超
少
量

10白
金
系
合
金
担
持
触
媒
と
、
多

孔
性
ポ
リ
マ
ー
を
電
極
に
し
た

世
界
最
高
性
能
の
家
庭
用
1
ｋ

ｗ
ス
タ
ッ
ク
を
作
り
上
げ
る
。

　

同
社
で
は
、
こ
の
1
ｋ
ｗ
の

実
用
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
る

こ
と
で
、
Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ
普
及
へ
向

け
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
い
る

コ
ス
ト
の
大
幅
な
引
き
下
げ
の

技
術
的
な
め
ど
を
つ
け
る
模
様

だ
。

　

月　

日
は

11

11

　
　
　
「
配
線
器
具
の
日
」

ＣＩ- ＮＥＴが急速に普及
ＥＤＩ簡易ツール開発相次ぐ

「
配
線
器
具
の
日
」を
呼
び
か
け
る
ポ
ス
タ
ー

日本電池

燃
料
電
池
の
触
媒
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去
る
8
月　

日
、
米
沢
会
長
、

28

徳
住
副
会
長
は
資
源
エ
ネ
ル
ギ

ー
庁
会
議
室
に
お
い
て
、
中
村

電
力
技
術
課
長
と
一
般
用
電
気

工
作
物
の
指
定
調
査
機
関
の
指

定
申
請
等
、
全
日
電
工
連
を
取

り
巻
く
最
近
の
課
題
に
つ
い
て

要
望
・
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
、
現
在
進
め
て
い
る
指

定
調
査
機
関
の
指
定
申
請
に
つ

い
て
は
、
現
在
各
県
工
組
で
申

請
中
或
い
は
準
備
中
で
あ
る
が
、

法
の
規
定
に
従
っ
た
中
で
適
切

な
指
導
を
要
望
し
た
。

　

ま
た
調
査
業
務
の
各
県
工
組

の
受
託
内
容
、
実
施
方
法
な
ど

に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
た
。

　

次
に
将
来
の
第
一
種
電
気
工

事
士
の
不
足
の
事
態
が
想
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
対
策

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
今
後
協
議
し
て
行

く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
一
般
用
電
気
工
作

物
及
び
自
家
用
電
気
工
作
物
の

保
安
の
規
制
緩
和
の
あ
り
方
、

検
討
時
期
等
に
つ
い
て
意
見
交

換
す
る
と
と
も
に
、
全
日
電
工

連
と
し
て
は
今
後
、
一
層
の
促

進
を
要
望
し
た
。

調
査
業
務
の
対
応
を
協
議
す
る
全
関
協
理
事
会

　

今
春
3
月
、
政
省
令
が
公
布
、

6
月
に
は
通
達
が
出
て
、
去
る

7
月
1
日
か
ら
法
施
行
さ
れ
た

の
に
伴
い
、
先
ず
東
京
電
力
が

本
年　

月
1
日
か
ら
新
方
式
に

10

よ
る
業
務
開
始
を
す
る
こ
と
を

前
提
に
、
社
団
法
人
全
関
東
電

気
工
事
協
会
が
中
心
と
な
っ
て

傘
下
の
各
電
気
工
事
工
業
組
合

を
指
導
。　

去
る
8
月
末
、
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
の
1
都
7
県
の
各
電

気
工
事
工
業
組
合
が
国
の
指
定

調
査
機
関
と
し
て
認
可
さ
れ
、

東
京
電
力
か
ら
一
部
業
務
を
委

託
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
、　

10

月
ス
タ
ー
ト
に
向
け
、
管
理
者
・

調
査
員
の
教
育
を
は
じ
め
、
事

務
所
・
車
・
測
定
機
器
等
の
手

配
、
損
害
保
険
の
手
続
き
等
、

組
織
的
に
準
備
を
進
め
て
い
る
。

  
東
京
電
力
か
ら
委
託
さ
れ
た

調
査
業
務
は
、
主
と
し
て
竣
工

調
査
を
中
心
と
し
た
業
務
委
託

で
あ
り
、
定
期
調
査
に
つ
い
て

は
当
面
、
埼
玉
県
内
の
東
京
電

力
管
内
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。

  
な
お
、
関
東
以
外
の
9
電
力

管
内
で
は
、
平
成　

年
度
か
ら

13

新
方
式
に
よ
る
業
務
開
始
を
予

定
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
各
電

気
工
事
工
業
組
合
で
は
、
本
年

　

月
か
ら
順
次
、
国
の
指
定
調

10査
機
関
の
申
請
手
続
き
を
行
い
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
連
合
会
が
電
力
会

社
と
の
交
渉
を
行
な
う
こ
と
と

し
て
い
る
。

関本全関協会長

　

一
般
用
電
気
工
作
物
の
調
査
業
務
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
国
の
指
定
調
査
機
関
は
、
従
来
民

法
上
の
公
益
法
人
に
の
み
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
平
成　

年
、
電
気
事
業
法
一
部
改
正
に
よ
り
、

11

民
間
の
法
人
に
ま
で
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。　

こ
れ
ま
で
は
、
国
の
指
定
調
査
機
関
と
し

て
全
国
各
通
商
産
業
局
内
の
電
気
保
安
協
会
が
、
各
電
力
会
社
か
ら
大
半
の
業
務
委
託
を
受
け

て
実
施
し
て
い
た
。 

全
日
電
工
連
で
は
、
今
回
の
法
改
正
を
受
け
て
、
昨
年
来
、
将
来
に
向
け

た
新
し
い
事
業
分
野
の
拡
大
を
前
提
と
し
て
組
織
的
に
検
討
を
進
め
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
今

春
2
月
の
臨
時
総
会
で　

都
道
府
県
電
気
工
事
工
業
組
合
こ
ぞ
っ
て
本
業
務
に
参
入
す
る
こ
と

47

を
決
議
し
、
精
力
的
に
実
務
的
な
準
備
を
進
め
て
い
る
。

全
日
臨
時
総
会
で　

工
組
が
こ
ぞ
っ
て
参
入
を
決
議
し
た

47

通産省から国の指定調査機関として認可された

  
全
日
電
工
連
で
は
、
今
回
の

法
改
正
に
よ
る
本
業
務
へ
の
新

規
参
入
は
電
気
工
事
業
界
と
し

て
画
期
的
な
こ
と
と
位
置
づ
け

し
て
お
り
、
今
後
、
組
織
を
あ

げ
て
体
制
づ
く
り
を
図
り
、
業

務
を
進
め
て
ゆ
く
こ
と
と
し
て

い
る
。

　

さ
ら
に
今
後
、
自
主
保
安
体

制
に
向
け
た
需
要
家
へ
の
義
務

移
行
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
一
段

の
規
制
緩
和
を
要
請
し
て
ゆ
き

た
い
と
し
て
い
る
。

全
国
に
先
駆
け
関
東　

月
ス
タ
ー
ト

10

関

東

を

突

破

口

に

全

開

始

動

一
段
の
規
制
緩
和

　
　
　

今
後
も
要
請

米沢全日電工連会長

画
期
的

な
事
業

広告スペース


	01
	02
	03
	04
	05
	06
	07
	08
	09
	10
	11
	12

